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三

池

炭

礦

に

お

け

る

囚

人

労

働

,の

役

割

田

中

直

樹

1

は
じ
め
に

他
の
産
業
史
の
研
究

分
野
と
比
較
し

て
、

石
炭
礦
業
史
の
そ
れ
は
遅
々
と

し

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
指
摘

で
き
よ
う
が
、
な

に
よ
り
も
モ
ノ
グ
ラ

フ
の
積

み
重
ね
の
欠
如
を
痛
感
す
る
。
た
と
え
ば
、
納
屋
制
度
の
問
題

一
つ
と

っ
て
見
て
も
、
炭
礦
の
機
械
化
と
直
線
的
に
結
び

つ
け
て
き
た
き
ら

い
が
あ
る
。

納
屋
制
度
の
成
立
と
崩
壊
は
、
産
炭
地
域
、
あ
る
い
は
個
々
の
炭
礦
に
よ

っ
て

か
な
り
の
差
異
が
み
ら
れ
、
そ
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
、

二
の
炭
礦
の
事
例
研
究
に
よ
っ
て
そ
れ

が
片
付
け
ら
れ
て
い
る
。
石
炭
礦
業
史
研
究
の
緊
要

の
課
題
は
、
ま
ず
各
々
の

事
例
研
究
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
拙
稿

「
三
池
監
獄
囚
徒
使
役
の
記
録

」

(
『
辺
境

』
二
号
、

一
九

七
〇
年
)
を
全
面
的

に
書
き
改
め
た
も

の
で
あ
る
。
石
炭
礦
業
史
の
研
究
が
稀

薄
な
中
で
、

三
池
の
そ
れ
は
か
な
り

の
論
稿
が
あ
る
。
囚
人
労
働

に
関
し
て

も
後
掲
の
諸
論
稿
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
次
の
観
点
で
、
他
の
人
々
と
見
解
を

異
に

し
て
お
り
、
あ
え
て
旧
稿
を
整
理
し
三
池
炭
礦
の
囚
人
労
働
に
つ
い
て
纒
め
た

次
第

で
あ
る
。

明
治
三
十
年
代
の
初
頭
、
三
池
炭
礦

で
の
囚
人
使
役
は
激
減
を
き
た
す
が
、

従
来
そ
の
要
因
を
採
炭
に
お
け
る
機
械
導
入
に
求
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
を
無
視
で
き
な

い
が
、
後
述
の
よ
う

に
三
池
炭
礦
の
坑
内
機
械
化
は
主
要
運

搬
坑
道
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
切
羽
で
の
採
炭

・
運
搬
作
業
は
大
正
末
頃
ま
で

単
純
労
働
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
石
炭
需
要
の
増
大
に
し
た
が

っ
て
、
囚
人
を

含

め
て
多
く
の
労
働
力
が
こ
の
部
門
に
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の

司
法
行
政
の
変
化
が
直
接
的

に
影
響
し
、
こ
の
こ
と
が
囚
人
数
の
減
少
と
そ
の

後
に
お
け
る
労
務
管
理
施
策
の
変
革
を
招
来
し
た
と
考
え
る
。

三
池
炭
礦
の
採
炭
機
構
の
確
立
と
囚
人
数
の
減
少
は
時
期
的

に

一
致
す
る
が
、

そ
の
事
由
を
採
炭
の
機
械
化
の
み
に
求
め
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
三
池
炭
礦
に
お
け
る
機
械
化
と
労
働
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用

意
し
て
お
り
、
近
々
発
表
の
予
定

で
あ
る
。

皿

官
営
三
池
炭
礦
に
お
け
る
囚
人
労
働

幕
末
期
、
す
で
に
通
年
採
炭
が

一
般
化
し
て
い
た
三
池
炭
礦
で
の
労
働
力
の
主
力
は
、

も

つ
ば
ら
農
閑
期
の
季
節
的
副
業
と
し
て
の
土
着
農
民
で
あ
っ
た
。
他
方
、
少

数
で
は
あ
る
に
し
ろ
流
出
農
漁
民
を
主
体
と
し
た
専
業
坑
夫
が
存
在
し
て
い
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
末

・
明
治
前
期
に
お
け
る
専
業
坑
夫
の
実
態

に
っ

い
て
は
、
は
な
は
だ
不
明
な
点
が
多

い
0
。

農
閑
期
を
利
用
し
た
農
民
の
副

業
は
、
三
池
炭
礦
の
官
収
後
も
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
増
大
す

る
労
働
力
需
要
を
み
た
す

こ
と
が
で
き
ず
、
こ
こ
に
官
営
炭
礦
の
特
徴
の

一
つ

で
あ
る
囚
人
労
働
が
、
炭
礦
労
働
の
基
軸
と
し
て
登
場
す
る
e
。

三
池

に
お
け
る
囚
人
労
働
の
端
緒
は
、
官
収
直
後

の
明
治
六
年
七
月

で
、
稲

荷
村
笹
谷
に
三
潴
県
監
獄

(拘
禁
場
)
が
設
置
さ
れ
、
竜
湖
瀬
坑
か
ら
大
牟
田

の
港

に
至
る
運
炭
に
約
五
〇
名
が
使
役
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
明
治
八
年

四
月
、
三
池
支
庁
は

「行
業
大
ヲ
要
ス
ル
為
メ
」
を
事
由
に
懲
役
人
使
役
を
各

県

へ
照
会
し
、
漸
次
囚
人
の
増
加
を
は
か
っ
た
。

「
三
潴
県
ノ
懲
役
人

ヲ
使
役
致
シ
居
ル
ノ
所
大

二
便
利
ヲ
覚

へ
且
今
般

一
層



盛
大

二
行
業

ゾ
目
途

ニ
ツ
キ
差
支

之

レ
ナ
ク

ハ
懲
役
人
派
出
相
成
度
段
四
月

五
日
付
ヲ
以
テ
大
分
白
川
小
倉
佐
賀

ノ
四
県
並
四
月
廿
六
日
付

ヲ
以
テ
福
岡
県

へ
掛
合
タ
ル
所
大
分
県

ヨ
リ
ハ
未
タ
懲
役

ノ
方
法
全
備

二
至
ラ
サ
ル
際

二
付
県

ヨ
リ
モ
本
省

へ
伺

ノ
上
許
可
ヲ
得
ハ
示
談
ノ
通
差
出

ス
ヘ
ク
旨
回
答
小
倉
県

ヨ

リ
ハ
昨
年
来
石
炭
或

ハ
石
炭
山
稼
致
サ
セ
置
タ
ル
故
方
今
ハ
余
分
ノ
人
員
之
レ
ナ
ク

ニ
付
追

テ
増
員

二
至
ラ
バ
差
出

ス
ヘ
ク
旨
回
答
佐
賀
県

ヨ
リ

ハ
当
今
力
役
方
法

相
立
度
使
役
中

ニ
ッ
キ
追

テ
増
員

ノ
上

ハ
差

シ
廻
ス
ヘ
ク
旨
回
答
福
岡
県

ヨ
リ

ハ
百
五
六
十
人
差
出
苦

シ
カ
ラ
サ
ル
旨

ノ
回
答

ア
リ

」
。

「
八
年

四
月
役
囚
派
出

ノ
義
近
傍
各
県

へ
掛
合

二
及
ヘ
ル
所
爾
後

一
二
次
往

復

ノ
末
其
八
月

二
至
リ
小
倉
県
ヨ
リ
看
守
人
往
返
旅
費
及
ヒ
滞
留
日
当
其
外
共

特
別

二
要

ス
ル
入
費
多
ク
得
失
不
償
ナ

ル
ニ
依
リ
派
遣
見
合
ノ
報
ア
リ
福
岡
県

ヨ
リ

ハ
其
卜
月

二
至

リ
五
拾
名

ノ
囚
人

ヲ
出
セ
リ
大
分
県
ヨ
リ
ハ
其
十

一
月
使

役
方
法
取
調
中

二
付
当
分
派
出
見
合
セ
ノ
通
知
ア
リ
熊
本
県
ヨ
リ
ハ
監
舎
建
築
費

半
額
貸

シ
呉

ル
ヘ
キ
旨
協
議

二
付
領
諾

致
セ
シ
所
翌
九
年
四
月

二
至
リ
五
拾
人

ノ
役
囚
ヲ
派
出
セ
リ
九
年
五
月
現
在

ノ
役
囚
ヲ
調
査
ス
ル
二
一二
潴
県
六
拾
壱
名

福
岡
県
四
十
七
人
熊
本
県
五
拾
名
ナ
リ
キ
然
ル
ニ
其
六
月

二
至
・リ
三
潴
県

ノ

役
囚
悉
皆
引
揚
タ
リ
此
更

二
使
役
方
法
改
正
ノ
為
メ
ナ
リ
ト
聞

ヘ
シ
　

」
。

明
治
八
年
十
月
、
福
岡
県
監
獄
三
池
懲
役
場
は
、
平
野
村
字
三

(散
)
田
に

囚
人
坑
夫
檻
舎
を
設
置
し
、
坑
外
運
炭
及
び
長
谷
坑
採
炭

に
五
〇
名
を
就
役
さ

せ
た
。
熊
本
県
監
獄
三
池
出
張
所
は
九
年
四
月
、
五
〇
名
を
大
浦
坑
採
炭
に
従

事
さ
せ
、
そ
の
後
、
各
県
監
獄
囚
徒
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
十
三

年
六
月
長
崎
県
監
獄
囚
徒
三
〇
〇
名
、
同
年
十

二
月
福
岡
県
監
獄
囚
徒
三
三
一

名
、
十
四
年
六
月
熊
本
県
監
獄
囚
徒
二
〇
〇
余
名
と
な
り
、
囚
徒
は
次
第
に
炭

礦
労
働
力
の
基
幹
を
構
成
す
る
に
至
る
。

囚
徒

が
本
格
的
に
炭
礦
労
働
力
の
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
る
の
は
、
三

池
集
治
監
の
開
庁
後
で
あ
る
。
炭
礦
労
働
力
の

一
翼
を
担

つ
て
い
た
土
着
農
民

層
は
、
副
業
的
な
性
格
が
色
濃

い
た
め
、
季
節
的

に
片
寄
り
す
ぎ
、
こ
の
た
め

礦
業
発
展
の
阻
磯
に
な

つ
て
い
た
。

「
(十
年
)
十
月

時
方

二
秋
穫

ノ
候

二
際

シ
土
民
ノ
中
坑
業

ヲ
放
棄

シ
去

テ
農
業

二
従
事
ス
ル
者
多
ク
加
之
生
憎
長
崎
県
役
囚
数
拾
名

一
時
二
刑
期
満
チ
テ

放
免

二
遇
ヒ
俄

二
坑
夫
ノ
減
ス
ル
コ
ト
特
リ
大
浦
坑

二
於
テ
ノ
ミ
六
拾
有
壱
名
為

メ
二
減
少

ス
ル
コ
ト

一
昼
夜
平
均
塊
炭
凡
壱
万
五
千
斤
余
又
当
時

口
之
津

ヨ
リ

ハ
送
炭
欠
乏
ノ
急
ヲ
報

ス
ル
.コ
ト
数
回
頗
ル
坑
夫

ノ
募
集

二
困
難
セ
リ

ト

一
月

前
月
以
降
大
浦
坑
役
夫
減
員
鶏
多
ナ
リ
ト
錐
モ
是
ハ
之
レ
当
地
方
ノ
慣

習

ニ
シ
テ
例
年
農
繁

ノ
期

二
際
シ
テ
ハ
土
民
ヲ
募
集
ス
ル
コ
ト
極
メ
テ
困
難
タ
リ

之

ヲ
強

マ
レ
ハ
賃
料
忽
チ
昂
貴
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
到
底
招
募

ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ

依
リ
遂

二
梅
谷
及
ヒ
竜
湖
瀬
炭
坑

ノ
坑
夫

ヲ
大
浦
坑

二
転
役
セ
シ
メ
以
テ
産
炭

ノ
欠
減

ヲ
弥
縫

シ
辛
ク
シ
テ
ロ
之
津
送
炭

二
欠
乏
無
キ
コ
ト
ヲ
得
タ
リ

十
二
月

大
浦
坑
其
他
各
坑
更

二
異
状
ナ
シ
殊

二
当
時
既

二
農
繁

ノ
期
ヲ
過
キ

土
民
等
旧

二
復

シ
坑
業

二
就
キ

シ
ヲ
以
テ
梢
坑
夫
充
備
為
メ
ニ
産
炭
大

二
増
加

セ
リ
⑤

」
・

「
近
傍

ノ
農
民
ヲ
役

ス
ル
モ
時
々
差
支
ヲ
生

シ
近
県
ノ
囚
徒

ヲ
役
ス
ル
ノ
弁

利

ナ
ル
」
と
の
事
由

に
よ
り
、
内
務

・
工
部
両
省
は
、
明
治
十
五
年
八
月
七
日
、

集
治
監
建
設
を
太
政
官

に
稟
請
し
た
。

「
工
部
省
所
轄
福
岡
県
下
筑
後
国
三
池
炭
山
ノ
儀

ハ
明
治
六
年
官
行
以
来
大

浦
梅
谷
其
外
数
坑

ノ
採
炭

二
従
事

シ
追
々
事
業
旺
盛

二
赴
キ
候

二
付
尚

一
層

ノ

拡
張

ヲ
企
図

シ
先
年
来
七
浦
坑
開
鑿

の
末
目
下
巳

二
着
炭
相
成
候

二
付
近
々
ヨ

リ
採
炭

二
着
手

可
致
筈

ニ
テ
差
向
夥
多

ノ
坑
夫
ヲ
要
シ
候
然

ル
二
同
炭
山
近
傍

ノ
人
民

ハ
農
時
閑
隙

ノ
時

二
在
ラ
サ
レ
ハ
坑
業

二
服
ス
ル
者
無
之
周
年

ノ
営
業

時
々
差
支
ヲ
生

ス
数
年
前
ヨ
リ
近
県

ノ
囚
徒

ヲ
使
役

シ
頗

ル
其
便
ヲ
得
候

ヘ
ト

モ
尚
ホ
集
囚
方

ノ
困
難
少

ナ
カ
ラ
ス
況
ヤ
前
陳
七
浦
坑
採
炭
繁
劇

ノ
際

二
至
テ

ハ
右
坑
夫
募
集
方
愈
以
テ
大
困
難

二
及
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
到
底
将
来
該
業

ノ
目
的

「一



ヲ
達

ス
ル
能

ハ
サ
ル
ヲ
以
彼
是
熟
慮
候
処
即
今
囚
徒
凡
二
千
人
程
募
集
使
役
ノ

外

二
術
策
無
之
依

テ
今
般
両
省
遂
協
議

同
炭
山
近
傍

二
於
テ

一
ノ
集
治
監
ヲ
設

置
シ
西
国
各
県

二
管
束
ス
ル
懲
役
終
身

ノ
者
凡

一
千
人
ヲ
集
治

シ
坑
業

二
使
役

致
度
尚
旧
刑
卜
年
以
下
ノ
囚
徒
昇
二
新
法
重
軽
懲
役
囚
ヲ
モ
外
役
発
遣

ノ
例
規

二
従

ヒ
一
千
人
許
使
役
候
見
込

二
有
之

候
而
シ
テ
右

二
充

ツ
ル
監
獄
其
他
附
属

宮
舎
等

ハ
工
部
省

二
於
テ
ト
五
十
六
両
年
度
営
業
費
中

ヨ
リ
支
弁
建
築
シ
内
務

省

二
於
テ
ハ
無
借
料

ニ
テ
之

レ
ヲ
使
用

シ
爾
後
其
修
繕
ヲ
引
受
ケ
候
積
リ
又
囚

徒

一
切
ノ
費
用
ハ
総
テ
工
銭
ヲ
以
テ
弁
償

シ
其
他
集
治
監
官
吏

ノ
俸
給
及
ヒ
庁

費
等

ハ
前
顕
各
県
へ
下
付

ス
ヘ
キ
府
県
獄
囚
徒
費

ノ
内
ヲ
以

テ
流
用
支
弁
致
度

此
儀
御
許
可
ノ
上

ハ
内
務
省
於

テ
ハ
囚
徒
管
東
上
其
宜

ヲ
得
工
部
省

二
於
テ
ハ

該
炭
山
坑
夫
欠
乏

ノ
憂
ナ
ク
坑
業

ノ
経
営
十
分
行
届

一
挙
両
得
ノ
方
法
ト
確
認

議
定
候
間
右
集
治
監
設
立

ノ
儀
至
急
御
裁
可
相
成
候
様
致
度
依

テ
経
費
流
用
書

類
相
添
此
段
相
伺
候
也
色

」
。

こ
の
稟
請
は
、
同
年
九
月
十
八
日
允

裁
さ
れ
、
卜
六
年
四
月
卜
四
日
三
池
集

治
監
は
開
庁
、
五
月
五
日
よ
り
同
集
治

監
囚
を
採
炭
に
使
役
し
た
σ
。

『
福
岡
日
日
新
聞
』

(明
治
十
七
年

八
月
八
日
付
)
は
、
そ
の
頃
の
囚
徒
の

模
様
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

○
筑
後
三
池
町
よ
り
の
通
信

に
当
郡
七
浦
坑

ハ
四
十
間
蝕
の
深
坑
に
て
空
気
の

よ
ろ
し

か
如、ぐ
る7ま

流
通
宜

か
ら
ざ
る
よ
り

今
度
風
車
を
設
け
蒸
痴
を
以
て
運
転
せ
し
め
新
鮮

の
大
気
を
坑
内

へ
流
通
せ
し
む
る
由
此
風
車
は
己
に
落
成
せ
り
。

三
池
集
治

監
ハ
今
般
仮
留
監
を
附
設
せ
ら
れ
た
る
よ
り
九
州
連
合
各
県
よ
り
徒
刑
男
囚
を

か

フ
へ
)
へ

送
附

さ
れ

日
々

に
増
員

と
な
り
目
今
拘
禁
の
囚
徒

ハ
五
百
四
十
人
鯨
あ
り

其
内

四
百
四
五
十
人
ハ
凡
て
七
浦
坑
に
」健
繊
し
鯨

ハ
監

内
に
於
て
竹
工
・
藁
工
・

ヒ
ビ

ゆ
へ

炊
夫
等
に
使
役
せ
ら
る
同
監

ハ
新
築

に
し
て
清
潔
法
の
十
分
届
く
故

に
や
病

囚
至

っ
て
少
く
目
下
十
八
九
名
病
監

に
在
て
療
養
中
な
り
同
監
に
於
て
ハ
去

月
中
旬
入
監
以
来
獄
則
を
謹
守
し
使
役
に
勉
励
す
る
者
二
十
蝕
名

に
賞
表
を

与

へ
た
り
。
福
岡
県
監
獄
支
署
は
三
百
人
鯨
の
囚
徒
に
て
矢
張
七
浦
坑
に
使

役
せ
ら
る
同
署
八
目
下
病
囚
二
十
三
四
名
あ
り
。
佐
賀
県
三
池
懲
役
場
ハ
囚

徒
三
百
人
許
り

に
て
是
も
同
じ
く
七
浦
坑
に
使
役
せ
ら
れ
り
同
署
の
病
囚
バ

ガ
う
ず
う

と

つ
ち

現
に
三
十
六
七
人
あ
り
尤
も
該
署
監
房
の
構
造
、
柵
内
の
凹
地
に
在
る
故
か

長
崎
県
の
節
よ
り
も
病
囚
多
し
。

と
も

か
く
、
三
池
集
治
監
の
開
庁
に
と
も
な

っ
て
、
同
集
治
監
囚
は
明
治
十

六
年
末
四
四
二
名
、
十
七
年
末
六
六
〇
名
、
二
十

一
年
末
に
は

一、四
六
三
名

へ

と
増
加
、
主
に
七
浦
坑
の
採
炭

・
運
搬

に
従
事
し
た
。
そ
れ
に
従
来

か
ら
の
福

岡
県
監
獄
三
池
懲
役
場
、
熊
本
県
監
獄
三
池
出
張
所
、
佐
賀
県
監
獄

三
池
懲
役

場
の
各
囚
徒
を
合
計
す
る
と
、
二
十

一
年
末

に
は
炭
礦
労
働
者
の
約
七
割

に
も

達
し
た
。
官
営
三
池
炭
礦
は
主
に
極
東

へ
の
石
炭
輸
出
に
よ

つ
て
、
高
島
炭
礦

と
利
益
を
二
分
す
る
が

「
莫
大
な
利
益
は
、
基
本
的
に
は
囚
人
労
働
を
基
盤
と

す
る
そ
の
労
働
力
の
低

コ
ス
ト
体
制
⑱

」
に
あ

っ
た
。

苛
酷
な
条
件
の
下
で
採
炭

・
運
搬
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
囚
徒
は
、
と
き

と
し
て
暴
動
を
お
こ
し
、
坑
内
か
ら
の
苦
役
を
免
れ
ん
と
し
た
。
明
治
十
六
年

九
月
の
そ
れ
は
典
型
的
な
事
例
と
し
て
特

に
有
名
で
あ
る
。

○
官
報
第
七
三
号

(
明
治
十
六
年
九
月

二
十
四
日
)

昨
午
後
六
時
三
十
分
頃
大
浦
鉱
内
油
小
屋

ヨ
リ
失
火
石
炭

二
延
焼

シ
即
死
或

ハ
半
死
半
生
の
者
多
数

ア
リ
鉱
内

ハ
煙

ノ
タ
メ
今

二
分
ラ
ス
原
因

ハ
熊
本
県
囚

徒
ノ
暴
発

ノ
由

ナ
リ

(以
上

一
昨
二
卜
二
日
三
池
電
信
分
局
発
電
報
)
又
工
部

省

ヘ
ノ
電
報

二
依

レ
ハ
同
夜
七
字
半
頃
熊
本
県
囚
徒
坑
内

二
テ
下
轡

二
暴
行
ヲ

ナ
シ
夫

ヨ
リ
機
械
胴
巻
縦

ノ
柱

二
油

ヲ
注
キ
火

ヲ
放
チ
シ
迄

ハ
見
届
ケ
シ
モ
ノ

ア
レ
ト
モ
其

ノ
後
坑
内
水
車
通

ヨ
リ
三
ツ
山
迄

ノ
間

ハ

一
面

ノ
姻
ト
ナ
リ
近

ッ

ク
能

ハ
サ
レ
ハ
火
本

ノ
摸
様
更

二
分
ラ
ス
今
専
ラ
空
気

ノ
流
通
ヲ
致

シ
姻
ヲ
抜

ク
コ
ト
ニ
尽
力
中
ナ
リ
下
掛

ハ
何
モ
辛
ク
遁
出
タ
リ
姻

二
巻
カ
レ
死

二
墾

ト
シ
テ

遁
出

シ
モ
ノ
良
民
坑
夫
四
拾
壱
名
是

ハ
追
々
快
復

ス
監
守
弐
名

ハ
九
死

一
生

ノ

一一



様
子
ナ
リ
又
引
出

シ
タ
ル
死
人

ハ
弐
名

其

ノ
外
姻
ノ
中

二
在
リ
テ
死
生
分
ラ
サ

ル
モ
ノ
良
民
弐
拾
五
名
長
崎
県
囚
徒
壱
名
福
岡
県
監
守
弐
名
囚
徒
拾
八
名
熊
本

県
監
守
壱
名
囚
徒
六
拾
三
名
ナ
リ
但

シ
囚
徒

ハ
壱
名
モ
遁
ケ
タ
ル
様
子
ナ
シ
尚

摸
様
分
リ
次
第
報
知

ス
ヘ
シ
ト
ア
リ
タ

リ

○
官
報
第
七
四
号

(
明
治
十
六
年
九
月
二
十
五
日
)

福
岡
県
下
三
池
礦
山

大
浦
坑
内
火
災

ノ
景
況
ハ
其

ノ
後
陸
続
報
告

ア
リ
即
本

月
廿
二
日
午
後
八
時
三
十
分
工
部
省

へ
着

ノ
電
報

ニ
ハ

「
煙
追
々
薄
ラ
ク
方

ナ

リ
然
レ
ト
モ
火
元
ニ
ハ
未
近
ッ
ク
能

ハ
ス
今
頻

二
空
気
ヲ
流
通

シ
煙

ヲ
抜
ク
コ
ト
ニ

尽
力
中
ナ
リ
今
朝
電
信
報
道

ノ
後
煙

ノ
中

ヨ
リ
探
出

セ
シ
者
良
民
患
者
五
名
、

同
死
者
五
名
、
福
岡
囚
徒
患
者
五
名
、
同
死
者
六
名
、
熊
本
囚
徒
患
者
二
十
名
、

同
死
者

一
名
ナ
リ
」
ト
ア
リ
同
廿
三
日
午
前
十

一
時
同
省

へ
着

ノ
電
報

ニ
ハ

「

火
元
確

二
見
届
ヶ
タ
リ
石
炭
柱
五
本
燃

居
ル
因
テ
消
防
手
配

シ
タ
レ
ト
モ
及
ハ
ス

坑
内
尚
良
民
囚
徒
ヲ
合

セ
テ
四
拾
弐
名

生
死
明
ナ
ラ
サ
ル
者
ア
リ
然
レ
ト
モ
最

早
救
護
ノ
見
込
ナ
キ
コ
ト
ヲ
各
県
典
獄
及
警
察
官
ト
熟
議
ノ
上
今

ヨ
リ
密
閉

二
掛

ル
」
ト
ア
リ
又
同
日
柳
川
警
察
署
長

ヨ
リ
内
務
省
警
保
局

ヘ
ノ
電
報

ニ
ハ

「
磯

山
局
大
浦
磧

二
出
張

シ
取
調

ヘ
シ
ニ
坑
内

ノ
良
民
囚
徒
合
計
三
百
壱
名

ノ
内
囚

徒
四
十
二
名
良
民
十
九
名
瓦
斯
毒

二
悩

ミ
療
治
中

ナ
リ
使
役
馬
二
十
六
頭
ノ
内

十
三
頭
死

ス
余

ハ
曳
出

シ
タ
リ
福
岡
、
長
崎
、
熊
本
、
三
県

ノ
監
守
押
丁
十
四

名

ハ
救
護

ノ
タ
メ
瓦
斯
毒

二
中
リ
治
療

中
死
者

一
名
ア
リ
其

ノ
他
坑
内

ノ
良
民

囚
徒
死
生
分
ラ
サ
ル
モ
ノ
五
十
八
名

ア
リ
火
未
消

エ
ス
放
火

ノ
原
因
未
分
ラ
ス

囚
徒
逃
走

ノ
憂
ナ
シ
ト
ア
リ
同
日
午
後

同
署
長

ヨ
リ

ノ
電
報

ニ
ハ

「坑
内

二
在

ル
良
民
囚
徒
四
十

二
名
死
生
分
ラ
ス
火
気
益
々
甚
シ
ク
救
護

ス
ル
ニ
途

ナ
ク
止

ム
ヲ
得

ス
坑
ロ
ヲ
密
閉
シ
タ
リ
坑
内

ヨ
リ
曳
上
ケ
タ
ル
良
民
囚
徒

ノ
瓦
斯
毒

二

中
リ
タ
ル
ハ
残
ラ
ス
全
快
ノ
容
躰

」
ト

ァ
リ
又
昨
廿
四
日
午
前
十
時
五
十
分
三

池

ヨ
リ
工
部
省

ヘ
ノ
電
報

ニ
ハ

「大
浦

坑
内

ハ
昨
日
午
后
六
時

二
密
閉
セ
リ
其

ノ
節
死
人
良
民
囚
徒

ニ
テ
十
四
人

ア
リ
尚
坑
内

二
残
リ
生
死
分
ラ
サ
ル
モ
ノ
四

十
二
人

」
ト
ア
リ
タ
リ
。

払

い
下
げ
直
前
の
、
明
治
二
十
年
度

(第

一
六
次
)
の
『
三
池
鉱
山
年
報

』

は
、
同
炭
礦

の
景
況
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
三
池
鉱
山
二
於
ケ
ル
ニ
十
年
度

ノ
概
況

ハ
業
運
追
々
進
歩

ノ
状

ヲ
加

へ
産

炭
総
額

ハ
三
卜

二
万
七
千
三
百
七
十
七
噸

ニ
シ
テ
収
入

ノ
金
額

ハ
五
十
七
万
九

千
十
九
円
四
卜
七
銭
ナ
リ
、
而

シ
テ
営
業
費

ノ
総
額
三
十
四
万
三
千
九
百
十
五

円
八
十

一
銭

ヲ
控
除
ス
レ
ハ
ニ
十
三
万
五
千
百
三
円
六
十
六
銭

ノ
潤
益
ナ
リ
、

又
海
外
輸
出

ハ
石
炭
二
ト

一
万
九
千
四
百
六
十
三
噸
、
焦
煤
四
百
十

一
噸

ニ
シ

テ
之
ヲ
前
年
度

二
比
較

ス
レ
バ
本
年
度
ノ
超
過

ス
ル
コ
ト
石
炭
三
万
五
千
七
百

七
十

一
噸

、
焦
煤
四
百
十

一
噸

ア
リ

」
。

明
治
二
十
年
代
の
初
頭
に
お
い
て
、
三
池
炭
礦

は
煤
田
面
積
、
出
炭
量
と
も

に
群
を
抜

い
て
巨
大
な
炭
礦

に
成
長
し
て
い
た
㊦
。

註ω

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
隅
谷
三
喜

男

『
日
本
石

炭
産
業
分
析

』
第

一
章
、

八

八
頁

以
下
を
参
照

せ
よ
。

こ
の
頃

の
坑
夫

が
ど

う

い
う
職
歴
を

辿

っ
た

か
、

対
象

が
限
定
さ

れ
る
が
、

『
職
長

小
頭
入
社
前
履
歴

書
壱

号

』
を
参

照
せ

よ
。

②

官

営
三
池

。
幌
内
両
炭

山
の
囚
人
労
働
に
つ
い
て
は
、

前
掲
書

の
ほ

か
、
橋

本
哲
哉

「
三
池
鉱

山
と
囚
人
労
働

」

(
『
社
会
経
済

史
学

』
第

三

二
巻
第

四

号

)
、
重
松

一
義

『
三
池
集
治

監
小
史

』
、
水

野
五
郎

「
北
海

道

に
お
け
る

石

炭
鉱
業

の
発
達

」
(『
社
会
経
済
史

学

』
第

二
九
巻
第
六
号

)
、
田
中
修

「

資

本
主
義
確
立

期
北
海
道

に
お
け
る
労
働
形

態

」

(
北
海
学

園
大
学

『
経
済

論
集

』
第

三
号

)
を
参
照

せ
よ
。
官
営
高
島
炭
礦

の
囚
人
使
役

に

つ
い
て
は
、

村

串
仁

三
郎

「
明
治
中
期
高

島
炭
坑

に
お
け
る
納

屋
制
度

の
構
造

-

明
治
中

期
高
島
炭
坑

の
労

務
管
理
近
代

過
程

の
分
析

《
中
》
ー

」

(
『
商
経
論
集

』

第
七
号

〈
法
政

大
学
短
期

大
学
商
経
学
会

〉
)
が
疑

問
視

し
て

い
る

が
、
私

も
同
感

で
あ
る
。
な

お
、
官
営
工
場

・
鉱

山
の
囚
人
労
働

と
は
系
譜
を
異

に

す
る
民
営
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

秀
村
選

三

「
明

治
前

・
中

期
福
岡
県

の
炭

坑

一一



に
お
け
る
囚
人
労
働

-

監

獄
派
出

所

・
出
張
所

・
監

獄
支
署

に

つ
い
て
t

」

九
州

大
学

『
経
済

学
研

究

』

(第

三
七
巻
第

一
～

六
合
併

号
)
が
あ
る
。

⑤
、
④

『
三
池
鉱

山
年

報

』

(自

明
治
六
年
創

始
至
明
治
十

一
年

六
月

)
。

⑤

『
三
池
鉱

山
年
報

』

(
自

明
治

十

一
年

七
月

至
明
治
卜

七
年

六
月
)
。

⑤

内

閣
記
録
局

『
法

規
分
類
大
全

』

(
第

一
編

治

罪
門

三
)

二
五
四
頁

⑦

内
務
省

直
轄
と

し

て
の
集
治
監

は
、
明
治
十

二
年

四
月

東
京

、
宮

城

の
両

集

治
監
、
十

四
年

八
月
樺
戸
集
治
監

、
十

五
年

六
月

空
知
集
治
監

、
十

六
年

三
月

三
池
集
治
監

、
卜
八
年

九
月

釧
路
集
治
監

が
設
置

さ
れ
た
。
ま

た
、

「
北
海
道
集
治

監

二
発
遣

ス

ヘ
キ
囚
人

ヲ

一
時
拘
禁

ス
ル

」
目

的

で
、
十

七

年

七
月

、
兵
庫

お
よ
び
東
京

、
宮

城
、

三
池

の
三
集
治
監

に
仮

留
監

が
附
設

さ
れ
た
。

集

治
監

に
入
る

べ
き
囚
徒
並

に
其
費

用
の
区
分

は
布

告
第
十

七
号

(
明
治

十

四
年

三
月

八

日
)

に
よ
り
次

の
通
り
定

め
ら

れ
た
。

第

一
条

集
治
監

二
入

ル

ヘ
キ
囚

徒

ハ
刑
期
終
身

ノ
者
及

ヒ
国
事
犯
刑
期

五

年
以
上

ノ
者

ト

ス
其
費
用

府
県

獄

二
拘
留
中

ノ
費
用
弊

二
集

治
監

二
押
送

ノ

費

用

ト
モ

ハ
国
庫

ヨ
リ
支
給

ヌ
〈
シ

第

二
条

府
県
獄

二
入

ル

ヘ
キ
囚
徒

二
シ
テ
集

治
監

二
在

ル
者

ノ
費

用

ハ
其

刑

ヲ
宣

告

セ

シ
地
方

税

ヲ
以

テ
支

弁

ス

ヘ
シ

な

お
、

三
池
集
治
監

は
囚
徒
用
草
鞋

代
支
払
方

に
付
、
十

六
年

五
月
八

日
内

務
省

へ
伺

を
出
し

て
お
り
同
年
十

月
十

三
月

、
囚
徒

に
草
鞋

一
日

二
足
を
給

す
る

こ
と
の
許

可
を

得

て
い
る
。

内
務

省
伺

↑

六
年

六
月

日

闘

囚
徒

用
草
鞋

代
支
払

方

ノ
儀

二
付

三
池
集
治
監

典
獄

ヨ
リ
別
紙

ノ
通

リ
伺
出

候
処
右

ハ
専

ラ
盤
炭

二
従
事

シ
常

二
鉱
内

湿
地

石
塊

ノ
場
所

二
於

テ
労
働

セ

シ
ム

ル
ヲ
以

テ
実
際

無
鯨
儀
儀

二
付

特
別

ノ
訳

ヲ
以

テ
許

可
致
度
此
段
相
伺

候
条
至
急

仰
御
裁

可
候
也

指
令

卜
六
年
卜
月
十

三

日

上
申

ノ
趣

聞
届
候

事

三
池
集

治
監
典

獄

ヨ
リ
内
務
省

へ
伺

卜

六
年

五
月

八
日

囚
徒
諸

雑
費

ノ
儀

ハ
成
規

二
拠

リ

一
囚

一
日

一
銭

二
厘

ヲ
以

テ

一
切

仕
賄
候
筈

二
テ
日
用
草
鞋

代

ヲ
モ
右

ニ
テ
弁

ス

ヘ
キ

ハ
勿
論

二
候
処
該

品

ノ
儀

東
京
市
街

二
於

テ
販
売

ス

ル
モ
ノ

ハ
二
日
及
至
三

日

ヲ
保
持
候

二
付

取
賄
方
差
支

之
無
候

へ
共
当

地
方

ノ
売

品

ハ
頗

ル
そ
末

ニ
シ
テ
且
坑
内
石
塊
出
水

ノ
場
所

ノ
ミ
使
役

候

二
付

テ

ハ
必

ス
シ
モ
二
足

ヲ
要

セ
サ
ル

ヘ
カ
ラ

ス
就

テ

ハ
何
分
雑
費

額
内

ニ

テ
取
賄
兼

候
間
草
鞋

一
足
分

ハ
該

額

ヨ
リ
弁

シ

一
足
分

ハ
右
額
外

二
支

払
矢
張

雑
費

二
編
入
致
度

尤
右

ノ
如

ク
取
計
候
共

雇
工
銭

ヨ
リ
仕
賄
方
聯

力
差

支
無
之

候
条

御
許
可
相

成
度

此
段

相
伺

候
也

内
務

省

ヨ
リ
第

一
局

へ
回
答

十
六
年

六
月

二
卜

一
日

三
池
集

治
監
伺

囚
徒
穿
用

ノ
草
鞋
代

仕
払
方

ノ
儀
本
月

九

日
付

ヲ
以
内

務
卿

ヨ

リ
大
臣

へ
稟
議
相

成
候
処
該
件

ハ
当
省
限

リ

ノ
処
分

二
止

メ
差
支

ナ
キ

二
ア
ラ

ス
ヤ

ノ
旨
増
井
御

用
掛

へ
御
伝

言

ノ
趣
了

承
致
候
右

ハ
小
事

件

ニ
ハ
候

へ
共
成

規
外

二
渉

ル
ヲ
以

テ
不
得
止

稟
議
相
成
候

間
此
旨
御
承
知

至
急
御
裁

可
相
成
候

様
御
取
計
有
之
度

候
也

追

テ
当
省
限

リ

ノ
処
分

二
止

メ
度

見
込

ヲ
以

テ

一
応
検

査
院

へ
及
協

議
候
処

其

筋

へ
稟
議

可
然
旨
回
答

ノ
趣

モ
有
之
労

本
文

ノ
通

リ
取
計

申
候
此
段

為
念
申

添
候
也

内
務
省

ヨ
リ
内

閣
書
記
官

へ
照
会

卜
六
年

九
月

二
十
八

日

囚
徒
穿
用
草
鞋

代

仕
払
方

ノ
儀

二
付

三
池
集

治
監
典
獄
神
原

富
文

ヨ
リ
伺
出

ノ

旨

趣
当
省
限

リ
難
及
指
令

二
付

本
年

六
月

九

日
附

ヲ
以

テ
内
務
卿

ヨ
リ
稟
議
書

面
差
出
置

候
処

、爾
後
御
指
揮

無
之

二
付

八
月

二
十

五
日
付

ヲ
以

テ
当

官

ヨ
リ
貴

官
御
中

へ
向

ケ
及
御
催
促

候

ヘ
ト

モ
未

タ
何
等
御
沙

汰
無
之
右

ハ
炭

湿
石
塊

ノ

場

所

二
使
役

候
儀

二
付

日
々

ノ
需
要
不
少
小
労
右
仕
払
ノ
儀
速

二
指
令

不
致
候

テ

ハ
差
支
候
事

情
有
之
候
間
何

分
至
急
御

裁
決
有
之
様
御

取
計

相

成
度
尚

又
此
段

及
御
照
会
候

也

第

一
局
議

案

十
六
年
卜
月

卜
四

日

別
紙
内
務
省

上
申
囚
徒
用
草
鞋

代
支
払
方

ノ
件

ハ
三
池
集

治
監

ノ
申

牒

ニ
シ
テ

該
地
方

ノ
儀
右
売

品
頗

ル
そ
末

二
シ
テ
且
坑

内
石
塊
出
水

ノ
場
所

ノ
ミ
使

役
候



二
付

テ

ハ
必

ス
ニ
足

ヲ
要

ス
ル
ヲ
以

テ
何
分
定

則

ノ
雑
費
額

内

ニ
テ

ハ
取
賄
兼

候

二
付

一
足
分

ハ
右
額
外

二
支

払

ヒ
矢
張
雑

費

二
編
入

致
度

旨

ナ
リ
案

ス
ル

ニ

該
監

囚
徒

ノ
儀

ハ
炭
坑

二
従

事

シ
石
塊
出
水

ノ
場
所

ヲ
馳
駆

ス

ル
儀

ナ

レ

ハ
ニ

足

ノ
草
鞋

ヲ
要

シ
随

テ
成
規

ノ
額
内

ニ
テ
仕
賄
兼

ヌ
ル
ト

ノ
趣

ハ
無
鯨
儀
相
聞

且

右
額
外

二
支
払

フ

一
足

分

モ
雇
工
銭

ヨ
リ
仕
賄
方

無
差

支
趣

ナ

レ
ハ
上
申

ノ

趣

御
聴
許

相
成
可
然
蝕

左
案

ヲ
具

シ
仰
高

裁
候
也

参

照監
獄
則

第
七
十
条

在

監
人

日
用

ノ
雑
費

齢
濯
補
綴

又

ハ
炊
用

ノ
薪

炭

其

他

一
身

二
係

ル
日
常
諸
費

ハ

一
人

一
日

金

一
銭

二
厘
以
下

ト

ス
。

(
前
掲

書

、

二
五

ニ
ー
三
頁

)
。

⑧

隅

谷
、
前
掲
書

二
六

一
頁
。

三
池
炭
礦

の
諸
経
費

に

つ
い
て
は
各
年
次

の

『
三
池
鉱

山
年
報

』
を
参
照

せ
よ
。

労
働

力
の
基
盤
を

異

に
す

る
民
営
炭
礦

、

と
り

わ
け
高
島
炭
礦

に
お
け

る
坑

夫

処
遇

は
有
名

で
あ
る
が
、
明
治

十
三
、

四
年
頃

、
後
藤

(高
島

)
炭
礦

の
工
部

省

(
推
定

-

筆

者

)

へ
の
稟
請

は
興
味

深

い
。

「
一

凡

ソ
坑

夫
ナ

ル
者

ハ
不
良
無
頼

ノ
徒
多

ク
尋
常

ノ
人
質

ト

ハ
大

イ

ニ
殊

異

ス
ル
所

ア
リ
故

二
之

ヲ
使

用

ス
ル
ヤ
多
少

の
抑
圧
拘
束

ヲ
用

イ
サ

レ
ハ
十
分

ノ
働

キ
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
能

ワ
ス
因

テ
其

使
役

ノ
方
法

二
付
特
別

ノ
権

利

ヲ
炭

坑

営
業

者

工
与

ヘ
ラ

レ
度

事

一

坑
夫

ノ
坑
内

二
於

テ
吸
姻

シ
保

安
燈

ヲ
自
儘

二
開

キ
又
之

レ
ヲ
損

シ
些
少

ノ
不
平

二
依

ツ
テ
徒
党

ヲ
組

ミ
器
械

ヲ
損

害

シ
且

ツ
坑

内
通
気
道
門
監

ノ
其
職

務

ヲ
怠

ル
等

炭
坑

及

ヒ
其
営
業
人

ノ
安
危

二
関

シ
且

ツ
事
業

ノ
防
害

ト
ナ

ル

ヘ

キ
所

業

ヲ
ナ
ス
ヲ
厳
禁

シ
若

シ
之

二
違
背

ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
別

二
厳
重

ナ
ル
刑

罪

二
処

ス

ヘ
キ

ノ
法

律

ヲ
設

ケ
ラ

レ
将

タ
炭
舎
構
内

ニ
ア
ル
物
品

ヲ
携

去

セ

シ

等

ノ
事

ハ
通
例

ヨ
リ
重

ク
処
分

セ
ラ

レ
度
事

」

(
『
雑

件

』
)
自

明
治
十

三
年

至

同

卜

五
年

)
。

　
い
わ
ゆ
る
高
島
炭
礦

事
件

の
実
情
視
察

の
た
め
同
炭
礦

を
訪

れ
た

『
郵
便
報

知
新

聞

』
記
者

の
加
藤
政
之
助

は
、
三
池

に
も

足
を
延
し
、
明

治

二
十

一
年

十

月

二
卜

一
日
付

の
紙

上

で
、
官

営
末
期

の
三
池
炭
礦

の
景

況
を
次

の
よ
う

に
描

写
し

て

い
る
。

「
同

炭
坑
は

七
浦
宮

ノ
浦
大
浦

二
坑

よ
り

成
立

ち

一
日
の
出
炭
高

平
均
千
噸
前

後

に
し

て
同
坑

に
使
役

す
る
坑
夫

は
総

数

二
千

二
百
人

あ
り
内

二
千
人

は
集

治

檻
熊
本
福

岡
の
囚
人

に
て
尋
常

の
坑
夫

は
僅

に
二
百
人
以
内

に
過

ぎ
ず
其

労
働

時

間
は
他

の
炭

坑
同
様

昼
夜
十

二
時

間
交
代
な

れ
ど
も
囚
徒

は
総

て
濫
獄

則

に

拠

り

て
使
役

し
尋
常

の
坑
夫

は
採
炭
高

に
依

て
賃

銭
を
支
給
す

る
も

の
な
り

(
其
大
要

は
既

に
高
島
礦
山

の
炭
坑

の
報
告
中

に
記
し

た
れ
ば
之
を
略

す
)

此
炭
坑

は
是
迄
政
府

に
属
し
充
分

の
資
金
を
投

じ
た
る
を

以

て
坑

内
の
鉄
道
、

石
炭
捲
上

け
の
蒸
漁
機

械
、
空

気
の
送
入
機

械
等

総

て
可
な
り

に
整

頓
し
高
島

炭
坑

に
比
し
優

る
所

あ
る
も
劣

る
所
な
き

が
如
し
但

し
此

炭
坑

は
敷
れ
も
海
道

を
距

る

こ
と
遠
く
近

き
も
数

町
遠
き

は
十
数

町
な
る
を

以

て
坑

口
よ
り

は
昼
夜

と
も

間
断
な
く
数

十
輔

の
鉄
道

馬
車

に
て
石
炭
を

運
送

し
居

れ
り
余

は
吉
原
技

師

の
案

内

に
て
各
坑

内
を
実

見
し

た
る
が
石
炭
採
掘

の
摸

様
等

一
も
高

島

炭
坑

に
異

る

こ
と
な
し
唯

だ
余

の
最

も
恐

ろ
し

く
感

じ
た
る
は
目
下
堀
鑿

中

の
勝
立

坑

な
り
同
坑

は
其
炭
層
地

下
四
百
尺

の
所

に
あ
り
去

十
八
年
竪

坑
の
開
鑿

に
着

手

し
爾
来
今

日

に
至
る
ま

で
間
断

な
く
其

工
事
を
な

し
居

れ
ど

も
今

日
ま

で

に

堀
鑿

し
得

た
る
処

は
地
下

二
百
七
十

六
尺

に
過

ぎ
ず
其
成
功
ま

で
に
は
尚

ほ

一

年

有
余

の
時

日
を

要
す

べ
し
と

の

こ
と
な
り

し
此
炭
坑
堀
鑿

に
右

の
如

く
永
き

年
月
を

要
す
る
所

以
は
此
竪

坑
の
周
囲

よ
り
水

の
湧
出
す

る

こ
と
甚
だ
多

き

に

依

る
現

に
各

々
三
十

馬
力
前
後

の
水
揚
蒸
漁

々
罐
十
台

を
据

へ
漸
く

に
し

て
汲

揚
げ
得

る
ほ
ど

に
て
其
水
量
は

一
分
時
間
二
百
五
十
立
方
尺
の
割
合
な
り
余

は
吉
原

技
師

と
共

に
衣

服
を
着
換

へ
雨

具
を
纒

ふ
て
同
坑

に
下
り

工
事

の
摸

様
を
実

見

し

た
る
が
其
昇
降

は
坑
底

よ
り

土
砂
を
引
揚

ぐ
る

器
即

ち
大
綱

の
端

に
束
り
附

け
た
る
函

の
縁

に
両
足
を
乗

せ
手

に
て
竪

く
其
綱

に
槌
り
徐

～
に
上
下

す

る
な

り
始

め
此
函

に
足
を
踏

み
掛

け
次
第

々
々

に
上

よ
り
其

綱
を
繰
下

る

や
日
光

は

一
尺
は

一
尺

よ
り
も
暗
く

数
十
尺

に
及

べ
ば
坑
内

は
暗
黒
と

な
り

同
行

の
案
内

者

が
手

に
携

へ
た
る

ラ
ム
プ
の
明
滅

光
を
放

つ
あ
る

の
み
坑

の
周
囲

よ
り

湧
出

つ
る
水

は
騒
雨

の
如
く
深
く

入
る

に
随

て
数
条

の
滝
を
な

し
ビ

シ
ャ
　

と

衣
服
を
撲

つ
下

る

こ

と

愈

々

深

き

に
及
ぶ
や
坑
内

に
備

へ
あ
る
蒸
濠
卿
筒

の

音

は

ス
ト
ン
　

と
巌

に
響
き

て
耳

に
喧
し
く
地
上

に

て
繰
下

ぐ
る
綱
の
拍



子
に
依
り

て
踏
台

な
る
函

は
時

々
坑

の
左
右
前
後

に
触

れ
足

を
踏
外

さ
ん
と

す

る
こ
と
其

の
幾
回

な
る
を
知
ら
ず

此
時
若
し
誤

っ
て
手

緩
み
足
外

る
る

こ
と

あ

ら

ば
身

は
数

百
尺

の
坑

底

に
陥
り

て
微
塵

と
な

る
こ
と
勿
論
な
り
故

に

余

ハ
愈

々
堅
く

綱

に
鎚

り

て
坑

の
中
半
ま

で
降

り
る

こ
と
を
得
た
り
此
処

に
は
十

八
尺

の
横

坑

あ
り
蒸
漁

卿
筒

四
台
を
据

へ
あ
り
吉
原
技
師
余

を
誘

ふ
て
之

を
実
見

せ

し

め
た
る

が
此
横

坑

に
移
る

の
際
も

僅

に
其
坑

に
架

せ
る
横
木

に
拠

り

て
華

ぢ

登
る

こ
と
な

れ
ば
木

に
て
も

綱
に
て
も

寄
り
縄

る
べ
き
物
な
き

や
と
微

か
な

る

ラ
ン
プ

の
光
を
便
り

に
諸
方
を
見
廻

は
し
な

が
ら
辛

う
じ

て
此
横
坑

に
入

れ
り

坑
内

は
汽

罐

の
熱

に
て
其
暑

き
こ
と
百
度
以
上

に
騰

り
殆
ん
ど
焦
熱
地

獄

の
思

ひ

あ
り
此

諸
機
械

を
見
了
り

て
再

び
函

に
乗
移
り

前
の
如

く
明
滅

た
る

ラ
ン
プ

の
光

に
て
函
の
周
囲

の
岩

に
触

る
～
を
防
ぎ

つ
～
勇

気
を
鼓
し

て
又
坑
底

に
下

れ
り
坑
底

に
は
中
半

と
同
様
四
台

の
蒸
漁
卿
筒
据
付

け
あ
り

三
段

仕
掛

に
て
水

を

汲
揚

れ
ど
も
滝
な

す
水

は
溜
り

て
尺
余

に
及
び
坑

夫
等

は
其
中

に
在

り

て
岩

石

を
堀
鑿

し
居

た
り
此

に
至

て
余

は
頗
る
力

を
得

て
大
胆
と
な
り
吉

原
技
師

と

共

に
此
坑

底
を
見
廻
り

て

一
日
間

の
堀
鑿

何
尺

に
達

す
る

や
を
問

ひ
し

に
平
均

四
五
寸

の
間

に
在
り

と
聞
け
り
夫

よ
り
復
綱

に
槌
り

函

の
縁

に
足

を
踏

み
占

め

て
地

上

に
合
図

を
な
し

ジ
リ

〈

と
引
揚

げ
貰

ひ
た
り
此
時
と
錐

も
尚
ほ
漁

罐

は
破
裂

す
る

こ
と
な
き
や
吊
下
げ

た
る
綱

は
断

る

㌧
こ
と
な

き
や
踏
台
な
る
函

は
激

に
周
囲

の
岩
石

に
触

れ
て
覆

へ
る

こ
と
な

き
や
等

の
恐

れ
は
余

の
心
中

を

往
来
し

て
半

ば
地
獄

に
陥

り

た
る

の
思
ひ
あ
り
き
其

中
余
等

の
踏
台

な
る
函

は

(る
)

尺

一
尺

と
地
上

に
近

づ
き
大
陽

の
光
線

は
余
等

の
眼
を
射
始

め
辛

う
じ

て
無
事

地
上

に
出

で
安
堵

の
思
ひ

を
為

す
こ
と
を
得

た
り

同
坑

の
実
況

を
見
分

せ
ば
や

と
時

々
内

外
人

の
礦
山
局

に
赴

き
案
内

を
請

ふ
者

あ
る
由

よ
し
な

れ
ど
も
此

竪

坑

に
至

り
て
は
其
凄

ま
じ

き
有

様

に
恐

れ
入
る
も

の
少
し
と

云

へ
り

」
。

尚
、

こ
の
頃

の
概

況

に

つ
い
て
は
、
吉
原
政
道

「
三
池

鉱

山

一
覧
表

」

(
『
日

本
鉱

業
会
誌

』
第
三
九
号
)

を
参
照

せ
よ
。

Ⅲ

三
井
三
池
炭
礦

に
お
け
る
囚
人
労
働

-

明
治
二
十

二
～
同
三
十

一
年

-

周
知
の
よ
う
に
明
治
二
十

一
年
八
月
、
官
営
三
池
炭
礦
は
三
井
組

へ
払
い
下

げ
ら
れ
る
が
、
三
井

へ
経
営
が
移
行
し
た
段
階
で
最
も
憂
慮
さ
れ
た
問
題

の

一

つ
は
、
安
定
し
た
労
働
力
の
確
保
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
囚
人
労
働
使
役
の
継

続
は
炭
礦
経
営
の
上

で
重
要
な
課
題

で
あ
っ
た
。

「
三
池

二
於

ケ
ル
囚
徒

ノ
存
在

ハ
緊
要
欠
グ

ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
サ
レ
三
池

炭
礦
揺
藍
時
代

ノ
大
キ
ナ
原
動
力
ト
ナ

ッ
テ
イ
タ
世
間
カ
ラ
坑
内
労
働
者
ヲ
『

坑
内
下
リ
』
ト
云

フ
テ
頭
カ
ラ
毛
嫌

ヒ
シ
タ
明
治
初
期
中
期
時
代

ニ
ア
ッ
テ
鉱

夫
ヲ

一
般
良
民
カ
ラ
求
ム
ル
コ
ト
ハ
非
常
ナ
難
事
デ
ァ
ッ
タ
官
営
ナ
レ
バ
コ
ソ

囚
徒

モ
自
由

二
使
役

ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
タ
デ
ァ
ラ
ウ

一
度
民
営

二
移

ッ
テ
ヵ
ラ

ハ
果
シ
テ
ソ
レ
ガ
許
サ
レ
ル
ヤ
否
ヤ
コ
ノ
事

ハ
=

一
カ
カ

ッ
テ
三
池
炭
礦

ノ
盛

衰
ヲ
左
右
シ
得
ル
大
問
題
デ
ア
ッ
タ
O

」
。

こ
の
た
め
、
三
井
組
は
さ

っ
そ
く
囚
徒
使
役

の
許
可
を
願

い
出
た
。

「
囚
徒
御
出
役
之
義

二
付
願

三
池
集
治
監
囚
徒
之
義
は
従
来
専
ら
三
池
礦
山
に
御
使
役
相
成
居
候
処
今
般

該
礦
山
私

へ
御
払
下
相
成
候
に
付
て
は
将
来
事
業
上
一
層
鉱
夫
の
多
数
を
要
す

る
義
に
有
之
然
る
に
該
鉱
夫
を
良
民
に
募
集
す
る
は
頗
る
困
難
の
場
合
不
勘
好

し
募
集
し
得
る
も
到
底
囚
徒
を
以

て
坑
夫
に
充

つ
る
の
便
益
に
は
若

か
さ
る
義

と
奉
存
候
に
付
宮
坑
の
節
の
通
り
囚
徒
を
借
用
仕
度
候
間
何
卒
該
集
治
監
は
其

儘
御
据
置
被
下
度
且
将
来
は

一
層
事
業
拡
張
の
見
込
に
て
追
々
御
増
員
も
被
成

下
候
様
仕
度
候
此
段
偏
に
奉
懇
願
也

明
治
二
十

一
年
九
月
十
二
日

佐
々
木
八
郎
代
理

西
邑
誘
四
郎

内
務
大
臣
伯
爵

山
県
有
朋
殿
　

一[



こ
れ

に
対
し
同
年
卜
日
四
日
次
の
回
答
を
得
た
。

「
願
の
趣
聞
置
く

但
将
来
官
の
都
合

に
依
り
て
は
該
監
移
転
等
の
こ
と
も
可
有
之
又
囚
徒
増

員
は
三
池
集
治
監
典
獄

に
稟
議
す
可
き
義
と
心
得

へ
し

」
。

引
続
き
、
佐
々
木
八
郎
代
人
団
琢
磨
は
、
同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
熊
本
、

福
岡
両
県
知
事
宛

へ
県
監
獄
囚
徒

の
継
続
使
用
を
願

い
出
、
そ
れ
ぞ
れ
翌
二
卜

二
年

一
月
十
日
と
二
月

二
十
三
日

に
許
可
を
得
た
6
。

二
十
二
年

一
月

一
日
現
在
の
囚
徒

の
員
数
は
、
福
岡
県
三
池
監
獄
四
六
〇
名
、

熊
本
県
監
獄
三
池
出
張
所
二
二

一
名
、
三
池
集
治
監

一、
四
六
三
名
、
合
計

二
、一
四
四
名
で
あ

っ
た
。

明
治
二
十

二

～

三
十
年
代
初

頭
迄
の
各
監
囚
徒
数
の
推
移
を
略
記
す
れ
ば

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
福
岡
県
三
池
監
獄

「
官
営
よ
り
引
続
き
宮
浦
坑
採

炭
に
就
役
し
た
同
県
囚
徒
は
明
治
二
十

二
年

卜

一
月
十
日
付
を
以
て
嚢
き
に
県
知
事
指
令
に
基
き
ト

一
月

二
十
日
限
り
停
役

す
可
き
旨
通
達
を
受
く
然
る
に
右
は
十

一
月
限
り
使
役
の
認
可
を
得
た
る
も
の

は
同
月
末

日
迄
使
役
致
度
旨
申
出

た
る
も
囚
徒
の
出
役
を
停
止
す
る
に
付

て
は

県
会
の
議
決
も
あ
り
尚
引
揚
諸
準

備
等

の
為
め
月
末
迄
使
役
せ
し
め
難
き

に
付

本
月

二
十
五
日
限
り
停
役
す
可
き
旨
更
に
同
県
よ
り
通
達
あ
り
依
て
右
日
限
通

り
停
役
し
全
部
引
揚
た
の
て
あ
る
⑭

」
。

○
熊
本
県
監
獄
三
池
出
張
所

.「
明
治
二
十
二
年

一
月
官
営
よ
り
引
続
き
以
来
同
県
囚
徒
二
百
余
名
は
大
浦

坑
採
炭
に
就
役
し
全
年
八
月
七
日
宮
浦
坑
に
転
役
す
爾
来
逐
次
増
員
し
三
百
名

内
外
と
な
り
二
十
八
年
九
月
監
房
其
他
増
築
成
る
に
及
ひ
四
百
余
名
と
な
り
二

十
九
年
十

一
月
に
は
五
百
余
名
と
な
る
然
る
に
同
月
宮
浦
坑
内
は
疏
水
上
の
都

合
に
依
り
採
堀
切
羽
を
減
少
す
る
の
止
む
な
き
に
至
り
坑
内
使
役

の
囚
徒
を
三

百
五
十
名

に
制
限
し
此
外
　
製
造

に
三
十
名
大
工
仕
事
に
弐
拾
名
合
計
五
十
名

を
坑
外

に
使
用
す
る
事
と
し
之
れ
以
上
の
増
員
を
見
合
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

同
出
張
所
在
役
囚
徒
皇
太
后
陛
下
御
崩
御
に
依
り
明
治

三
十
年

一
月
三
卜

一

日
特
赦
放
免
囚
五
拾
余
名
出
獄
し

た
。

明
治
三
十
二
年
九
月
監
獄
則
改
正
に
依
り
出
役
囚
徒
に
制
限
を
加
え
規
約
通

り
常
に
四
百
名
以
上
出
役
不
可
能
と
な
り
三
百
五
十
余
名
に
減
し
た
。

斯
く
て
七
浦
坑
内
採
炭
切
羽
追

日
減
少
し
三
卜
五
年
九
月
中
に
は
略
堀
尽
す

見
込
み
を
以
て
客
年
十

一
月
県
知
事
指
令
三
池
出
張
所
囚
徒
引
揚
の
件

に
基
き

全
年
七
月
二
十
二
日
付
を
以
て
熊
本
県
典
獄
よ
り
右
引
揚
期
日
を
本
年
十
月
卜

日
と
相
定

め
た
る
旨
通
達
あ
り
依
て
同
日
限
り
停
役
し
全
部
本
監

に
引
揚
け
た

⑤

」
・

〇
三
池
集
治
監

同
監
囚
徒
は
、
明
治
二
卜
二
年

一
月
官
営
よ
り
引
続
き
専
ら
七
浦
坑
採
炭
に

就
役
し
、
二
十
七
年
末
の
囚
徒
は

一、
=
二
八
名
で
あ

っ
た
。
二
十
八
年
四
月
、

勝
立
坑
の
採
炭
が
開
始
さ
れ
る
や

「
七
浦
坑
採
炭
囚
徒
中

ノ
行
状
善
良
者
ヲ
選

抜

シ
且

ッ
七
浦
勝
立
間
当
社
運
炭
用
汽
車

ニ
テ
往
復
護
送

ス
ル
事

ニ
ョ
ッ
テ
承

認
ヲ
得
同
年
九
月

八
日
限
リ
本
坑

ノ
良
民
坑
夫
ヲ
大
浦
坑

二
移

シ
翌
九
日
ヨ
リ

七
浦
坑
就
役
囚

ヨ
リ
二
百
名
ヲ
選
抜

シ
出
役

ヲ
始
メ
翌
廿
九
年
五
、
六
月

二
渉

リ
更

二
百
三
十
名
ヲ
増
員

シ
色

」

更

に

「
廿
九
年

度

二
於
テ
囚
徒
三
百
乃
至

四
百
名
ヲ
拘
禁

シ
得

ヘ
キ
獄
舎
其
他
附
属
物
設
置

に
要
ス
ル
経
費
予
算

ノ
認
可

ヲ
得
同
年
五
月
工
事

ヲ
始

メ
同
九
月
竣
工
卜
月

一
日
諸
般
の
準
備

ヲ
整

へ
翌
二

日
四
百
余
名
ヲ
該
出
張
所

〔
集
治
監
勝
立
出
張
所

〕
二
移

シ
本
格
的

二
勝
立
坑

へ
出
役
ヲ
始

メ
戒
護
動
作
並
役
業
上
大

二
便
益

ヲ
得

ル
ニ
至

ッ
タ
σ

」
。

「
二

卜
九
年
末

二
於
ケ
ル

一
日
平
均
出
役
囚

ハ
七
浦
勝
立
両
坑
ヲ
通

シ

一
千
百
三
十

六
名
デ
最
大

一
千
二
百
二
卜
七
名
最
小

一
千
二
十
八
名
ヲ
算
シ
之

レ
実

二
集
治

監

ノ
最
全
盛
期

ヲ
示
ス
モ
ノ
デ
ア
ッ
タ
⑱

」
。
そ
の
後
、
三
十

一
年
三
月
・

一「



宮
原
第

一
竪
坑
完
成

に
依
り
七
浦
坑
か
ら
全
坑
部
内
へ
転
役
、

「
明
治
三
十
二
、

三
年
二
亘
リ
囚
徒
ノ
北
海
道
移
送
相
次

キ
随
テ
出
炭
減
少
シ
事
業
上
甚
ダ
支
障

ヲ
来

ス
コ
ト
二
ナ
ッ
タ
ノ
デ
之
レ
カ
増
産
計
画
上
遂

二
一二
十
四
年
九
月
十
七
日

勝
立
坑
囚
徒
ヲ
引
揚
ケ
宮
原
坑

二
併
合
⑤

」
、
こ
の
時
の
囚
徒
は
、
七
、
八
〇

名
弱
で
あ

っ
た
。

三
井
組

へ
の
払
い
下
げ
後
か
ら
明
台
三
十
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
囚
人
の
実

況
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
史
料
が
見
あ

た
ら
ず
概
略
を
記
す
に
と
ゞ
ま
ら
ざ
る

を
え
な

い
。
推
定
で
は
あ
る
が
、
囚
人
労
働
の
採
炭
作
業

に
お
け
る
比
重
は
官

営
期
同
様
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。

『
三
池
鉱
業
所
沿
革
史

』
第
九
巻
、
庶
務
課

(
四
)

に
よ
る
と
、
こ
の
時
期

の
採
炭
夫
に
占
め
る
囚
人
の
比
率
は
六
五
%
前

後
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
各
坑
使
役
延
人
員
は
後
掲
表
(
「
各
坑
使
役
人
員
調

」
)

の
如
く
で
あ
る
。

明
治
三
十

一
年
頃
迄
、
採
炭
部
門

に
積
極
的
に
囚
人
を
投
入
し
た
の
は
、
な

に
よ
り

「工
銭
ノ
高
下

ヨ
リ
論

ス
ル
モ
囚
人

ノ
方
ガ
安
価
デ
経
済
上
少
ナ
カ
ラ

サ

ル
利

益

ノ

ァ

ル
　

」
為

で

あ

っ
た

・

先

に
指

摘

し

た

よ

う

に

塞

本

的

に
は

囚
人
労
働
を
基
盤
と
す
る
そ
の
労
働
力

の
低

コ
ス
ト
体
制

」
を
官
営
期

に
引
き

続
き
継
承
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
三
井
三
池
炭
礦
は
莫
大
な
利
潤
を
あ
げ
た
。

註④

『
三
池
鉱
業

所
沿
革
史

』

〔
以
下
沿
革
史

と
略
す

〕
第

九
巻
庶
務
課

四

一、
七
一
三

～

四
頁

。

⑦

『
三
池

刑
務
所

沿
革

』
其

ノ

一
。

⑤

初
期

に
お
け
る
三
池

炭
礦

と
熊
本

県
監
獄

の
契

約
の

一
例

を
示
せ
ば
次

の
と
お
り

で
あ
る
。

　
規
約

書

熊
本
県
監

獄
已
決
在
監

人

ヲ
シ
テ
三
池

礦
山
採
炭
課

役

二
従
事

セ

シ
ム
ル

為

メ
熊
本
県
知
事

ノ
命

ヲ
奉

シ
熊

本
県
典
獄
前

田
素
志

ハ
該
礦

山
持
主
佐

々
木

八
郎
代

人
団
、琢
磨

ト
在

ノ
箇

条

ヲ
結
約

ス

第

一
条

熊
本
監
獄

ハ
明
治
廿

二
年

四
月

一
日

ヨ
リ
明
治

廿
九
年

三
月

三
卜

一
日

マ
テ
満

七
ケ
年

間

已
決
在
監

人

ノ
都
合

二
拠

リ
三

百
人
以
上

四
百

人

迄

ハ
常

二
採
炭
坑

夫

二
従
事

セ
シ
ム

第

二
条

本
県

囚
徒

ノ
員
数
著

ク
増
減

ス
ル
カ
又

ハ
採

炭
事
業

ノ
伸

縮

二
拠

リ
前

条
人
数
上
下

ノ
限
界

ノ
増
減

ス
ル
場

合

ハ
互

二
協

議

ヲ
要

ス

第
三
条

監
房

並
付
属
家
等

ハ
三
池
炭

抗
舎

ノ
所

有
建
物

ヲ
使

用

ス
ル
タ

メ

明
治
廿

二
年
卜

二
月
以
後

ハ

一
ケ
月
金
拾

五
円

ノ
借

家
料

ヲ
下
付

ス
ヘ

シ

但

シ
本

文
建
物

二
要

ス
ル
修
繕
費

ハ
炭
坑
舎

ノ
引
受

ケ
タ

ル
ヘ
シ
尤

モ
其

建

物

ノ
模
様
替

ヲ
要

ス
ル
カ
又

ハ
伝
染
病
流

行

・
節
臨
時

避
病
監

ヲ
建
設

.
ル

場
合

ハ
協
議

ノ
上
本
監

自
弁

ヲ
以

テ
着
手

ス
ヘ
シ

箆

四
条

坑
則
、

工
場
規

則
、
坑
内

取
締
、
賞

罰
例

、

諸
物
品
請
渡

細
則

等

ハ
元
礦

山
局

定

メ

ノ
諸
規

則

ヲ
適

用

シ
以
後

改
正
増
補

ヲ
要

ス
ル
場
合

ハ

互

二
協
議

ス

ヘ
シ

第

五
条

採
炭
囚
徒

ノ
賃
金

ハ
目
下
履

行

ス
ル
元
礦

山
局
定

メ

ノ
賃

金
表

二

拠

ル
尤

モ
其

増
減

ヲ
要

ス
ル
ト
キ

ハ
独
本
監

受
得

ノ
便

否

二
関

セ

ス
他

ノ
監

獄

囚
徒

ノ
賃
金

ト
不
同

ナ
キ
様
互

二
協

議

ノ
上
更

正

ヲ
要

ス

但

シ
受
持

切
羽

ノ
善
悪

二
拠

リ
特

二
賃

金

ノ
更

正

ヲ
要

ス
ル
場

合

ハ
本

文

後
段

ノ
限

リ

ニ
ア
ラ

ス

第
六
条

監

獄
則

二
定

ノ
ァ
ル
免
役

日

ノ
外
天
災
異
変

ヲ
除
キ
炭
坑
舎

ノ
都

合

ニ
ョ
リ
臨
時

休
役

セ

シ
ム

ル
ト
キ

ハ
前

日
出
役

人
数

二
拠

リ

一
日

一
囚

金

三
銭

ノ
割

ヲ
以

テ
金
額

上
納

ス

ヘ
シ

第

七
条

第
五
条

ノ
賃

金

ハ

一
ケ
月
分
取
纒

メ
毎
月

第

一
土
曜

日

二
前
月
分

ノ
請

求

ヲ
ナ

シ
其

次
木
曜

日
ヲ
以

テ
現

金
請

渡

ヲ
ナ

ス
ノ
定

日
ト

ス

第
八
条

第

一
条

ニ
ア
ル
期
限
内
熊

本
監
獄

ハ
法

律
規
則

ノ
改

正
又

ハ
其

他

不
得
止

ト
キ
炭
坑
舎

ハ
工
業

ノ
都
合

二
ヨ
リ
互

二
解
約

ス
ル
場
合

ハ
其

旨
前

以

テ
通
知

ヲ
要

ス

第

九
条

典
獄

又

ハ
代
人
其

人

二
変
換

ア
ル
モ
後
任

就
職

ノ
者

二
於

テ
此
規

約
書

ハ
継
続

履
行

ス
ル
モ
ノ
ト

ス
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第
十

条

坑
内

二
於

テ
囚
徒

取
締

ノ
都
合

二
拠

リ
他

二
通

ス
ル
坑
道

へ
鉄
柵

ヲ
設

ク
ル
カ
又

ハ
人
民

ノ
混
入

ヲ
遮
断

シ
其

他
戒
護

二
必
要

ト
見
認

ル
場
合

ハ
協

議

二
応

シ
炭
坑

舎

ハ
速

カ

ニ
相
当
処

分

ス
ル
モ

ノ
ト

ス

第

卜

一
条

本

書
中
若

シ
更

正
増
補

ヲ
ナ

ス
ト
キ

ハ
双
方

互

二
協
議

ヲ
要

ス

此

規
約
書

二
通

ヲ
製

シ
調
印

ノ
上
互

二
確

守

ス
ル
ノ
証
ト

シ
テ
双
方
各

別

二

蔵

置

ス
ル
モ

ノ
也

明
治
廿

二
年

三
月

熊
本

県
典
獄

前

田
素

志

佐

々
木

八
郎
代

人

団

琢
磨

⇔

採
炭

受
渡

規
約

第

一
条

熊
本
県
囚

徒

に
於

テ
採

堀

ス
ル
石
炭

ハ
其

坑

ロ

ニ
於

テ
監

獄
官
吏

及

ヒ
炭
礦
事

務
所
員

立
会

ノ
上

此
規
約

二
拠

リ
量
目

ノ
過
不
足
塊
炭

中
粉
炭

ノ
混
交

塊
粉
炭
中
悪

石

ノ
混
交

ヲ
撮

シ
受
渡

ヲ
為

ス
モ

ノ
ト

ス

第

二
条

塊

粉
炭
共

壱
函

ノ
定

量

ハ
英
九
百

三
十

三
斤

ト

ス

第

三
条

塊

炭
中
粉

炭

ノ
混
入

ヲ
検

査

ス
ル

ニ
ハ
曲
尺

一
寸
角

ノ
鯖

ヲ
以

テ

筋

ヒ
分

ケ

其
目

二
止

マ
リ
タ

ル
部

分

ヲ
塊

ト

シ
止

マ
サ

ル
部
分

ヲ
粉

ト

ス

第
四
条

塊
粉
炭

中
混
交

ノ
悪

石

ハ
之

ヲ
拍
除

シ
塊

炭
中
粉
炭

ノ
混
交

ハ
其

塊
粉
炭
各

現
量

二
対

シ
相

当

ノ
賃
銭
受

払

ス
ル
モ

ノ
ト

ス

第

五
条

炭
函
中

白
灰
付

錆
付
雑
物

混
入

ハ
其
函

二
限

リ
賃
銭

ノ
受
払
為

サ

サ

ル
モ

ノ
ト

ス

但

切
羽

ノ
立
込

ミ
又

ハ
連

絡
等

ノ
為

メ
採

堀

シ
タ

ル
モ
ノ

ハ
此

限

ニ
ァ
ラ

ス

第

六
条

撫

査

ハ
総

テ
炭

礦
事
務
所
員

ノ
随
意

二
任

セ
検
査

ヲ
施

サ
ル
炭
函

ア
ル

ト
キ

ハ
粉

炭
悪
石

ノ
混
交
量
目

ノ
不
足

ナ
キ

モ
ノ
ト
認
定

ス

第

七
条

此
規

約

ハ
明
治

廿
六
年

卜

二
月
十

七
日
夜
役

ヨ
リ
実
施

ス

右
規

約
改
正
施

行

二
付

テ

ハ
相
方
連

印
之
上
交
換

ス

明

治
廿

六
年

卜

二
月
卜

五

日

熊
本

県
典
獄

小

池
浩
輔

三
井

三
池
炭
礦

事
務
所
事
務

長

団

琢
磨

θ

採
炭

器
具

二
関

ス
ル
規
約

第

一
条

熊

本
県
囚
徒

ノ
採
炭

役

二
要

ス

ル
諸
器
具

ハ
三
井

三
池

炭
礦
事
務

所

ノ
負
担

ト

ス

第

二
条

前

条
器
具

ノ
内
鶴
嗜

、
鍬
、
雁

瓜
、
火

皿

ノ
修
繕

二
要

ス
ル
鍛
冶

夫

ハ
熊

本
県
監
獄
署

三
池
出
張

所

ヨ
リ
囚

徒

ノ
内

ヲ
出

役

セ

シ
ム

ヘ
シ

第

三
条

熊
本
県
監

獄
署

三
池

出
張
所

ヨ
リ
出
役

セ

シ
ム
ル
囚
徒

鍛
冶
夫

一

日

ノ
定
員

ハ
横
座

夫
弐
人

、
向

打
弐
人

、
鶴
噛
柄

削
夫
壱
人

ト

シ
其

工
銭

左

ノ
等

級

二
依

リ
放

免
囚

ノ
分

ハ
其
時

々
余

ハ
前
月
分

翌
月

八
日
以
内
三
井

一一.

池
炭
礦

事
務
所

ヨ
リ
熊
本
県

監
獄
署

三
池
出
張
所

二
納

付

ス
ヘ
シ

横

座
夫

一
等

拾
銭

二
等

八
銭

向

打
夫

鶴

嗜
柄
削
夫

一
等

八
銭

二
等

六
銭

第

四
条

採
炭
夫

器
具

ノ
穀

損
紛
失

ハ
獄
則

二
依

リ
囚
徒

ヲ
処

分

ス
ル

モ
外

損
望
ロ
ノ
弁
償

ヲ
要

セ

ス

第

五
条

本

規
約

ハ
明

治

一
.卜

七
年

六
月

卜
六

日

ヨ
リ
実
施

ス

第
六
条

本
規
約
施

行
細
目

ハ
熊
本
県
監

獄
署

三
池
出

張
所

ト
三
井

三
池
炭

礦
事
務

所
宮
浦
採
礦

科

ト

ノ
共
議

二
依

ル
ヘ

シ

第

ヒ
条

本
規
約

書

ハ
ニ
通

ヲ
作

リ
双
方
署
名

捺
印

シ
テ
各

一
通

ヲ
所
持

ス

明
治

二
卜

七
年
六
月

熊
本

県
監
獄

署
典
獄

小
池
浩
輔

三
井

三
池

炭
礦
事
務
所

事
務
長

団

琢
磨
代
理

主

事

林

英
吉

以
上

い
ず

れ
も

『
熊

本
県
監

獄
契
約
書

』

(
自
明
治

弐
拾
弐
年

至
同

参
拾

四
年

)
.

こ
の
外

、

『
監
獄

契
約

』

(
明
治
三
十

五
年

)
、

『
三
池
刑
務

所
契
約

書
類

』

(
自
明

治
廿

七
年

至
昭
和

五
年

)

を
参

照

せ
よ
.

④
、
⑤

『
三
池

刑
務
所
沿
革

』
其

ノ

一
。

明
治

二
卜

一、.年

四
月
～
七

月

の
期
間
、
採

炭
制
限

の
必
要
上

、
囚
徒

を
大

牟

田
川

船
渠
開
鑿

工
事

に
転
役

さ

せ
た
。
但

し
晴
天

の

日
の
み
で
雨
天

の
日
は

従
来

ど

お
り

採
炭

に
就

役
さ

せ
た
。
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各 坑 使 役 延 人 員 調(壱 ケ月間使役延人員)

職名別

採運

炭夫

支
柱
夫

坑
内
運
搬
夫

坑 別
年度引

大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

大浦坑七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

大浦坑七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑

萬田 坑

明治
22年

13,200
15,505

(8,410)4,016

212

607
一

538

2,716

5,ア14

(399)2,158

25年12月
10,187

9,094

(4。448)4,933

5241

1.620
一

361

1,905
2,694

(952)1,151

30年12月

(5,702)

12,538

4。955

5,544

952

1,910

256

629

5,737

3,704

(1,175)1,505

坑
外
運
搬
夫

大 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑

萬田 坑

54 54

坑
内
雑
夫

大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑

萬田坑

4.211

7,632

(6ロ ロ)3,152

5,644

6,072

(900)4,6三57

10,127
9,027

5,200

(5,006)5,989

撰
炭
夫

大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑萬田坑

運
転
手

大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

177

1,497
一

699

151

1,546

675

146

4,126

916

1,059

火

夫

大浦坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑

萬田坑

60

985
一

228

50

2,157

279

148

9,120

2,019

2,495

坑
外
雑
夫

諸
職
工

大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑
大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

449

60

62

254

861

180

116

62

599
1,319

195

一

62

516
1,168
474

(120)522

坑
内
請
負
夫

大浦坑七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

坑
外請

負
夫

大浦坑七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
苗 田 坑

水疏
車水
夫夫

各
坑
別
計

浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

テ 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑

萬田 坑

3067'〔 二

274(疏 水 夫)

(509)(疏 水 夫)

21,595

31,193

(9,799)10,835

521水 車

(31)(疏 水 夫)

19,677

24.564

(6,331)12,290

(174)(疏 水 夫)

24,227
34.023
18,093

(10,177)10,059

各 坑 総 計 (9,799)63,621 (6,551)56,531 (10,177)86,402

均
使
役
人
員

各
坑
別

一
日
平

大 浦 坑
七 浦 坑
勝 立 坑
宮 浦 坑
宮 原 坑
萬 田 坑

720

1,155

(327)561 (253)

820

975
一

492

808
1,118
603

(377)373

各 坑 計 (327)2,236 (253)2,287 (377)2,902

35年12月

(7,418)

(6,924)

12,534

8,186

9,805

1,231
(2,178)566

517
1,350

2,840
(4,484)935

3,680
4.271

(4,486)994

1,251

557

643

600

564

5,915
(4,258)3,654

4.524
6,003

(6,757)4,696

297

1,504

345

1,197

1,509

120

2,475

982

1,734

2,455

240

3,503

719

1,260

4,022

631

1,920

920

708

1,795

952
(1,121)2,724

1,568
1,707

(1,108)2,751

953

715

1,824

26,944

(19」439)17,636

22,597

50,459

(19,275)18,784

(38,714)116,220

898
(648)588

747
_1,015

(688)671

(1,336)3,919

40年11月

(9,542)

(2,888)

1,946

4.158

15,594

9,953

509

1,276

1,000

1,129

1,043

1,620
5,488
4.270
3,714

(4,545)894
5,452
1,030

728

985

602

607

417

4.902
5,435
4.783
5,685

(71102)520
3,984

21

2,246

1,660

1,294

1,016

1,214

284

ア87

1,022
2,585

2,025

2,649

587

641

930

1,652

2,291

882

745

917

827
2,016

2,764

951

641

1,591

2,065

(1,466)1,765
2,871

164

1,〔29

2,977

1,837

4,495

一

525

21,487
19,118

33,458

30,944

(25,343)10,475
41,155

(25,34三 ～)156,617

741
659

1,153

1,067

(905)374
1,418

(905)5,412

45年12月

(5,269)

,865
7,g25

11,042

21,025

927-
2,115
1,079
1,685

997
1,735

4,896

4.714

10,168

(4、214)1,512

15,768

1,043

823

732

652

792

1,209

5,006
7,194
6,916
10,405

(9,308)360
15,572

1,917

1,455

1,716

1,151

2,353

1,218

1,791

2,409

2,118

5,541

762

592
136

1,389

5,158

941

475

1,〔25

1,582

1,758

3,473

622

479

2,225

2,548

(1,540)2,182
5,806

653
118

1,057

4.867

256

4.525

124

1,001

15,814

29,942

32,426

56,771

(20,331)11,528
96,463

(20,331)242,944

510

998

1,046

1,田4

(678)384

5,112

(678)7,942

備考(Ⅰ)()は 囚 徒 を示 す

(Ⅱ)大 浦坑 、 宮 浦 坑 、七 浦坑 の 明 治22年 は そ れ ぞれ9、12、11月 分 を示 す。55年 の 宮原 坑 は11月 分。

（Ⅲ）計 算 が 合致 しな い箇所 が あ るが 原 資料 の ま ま と した。

出典 「三池 鉱 業所 沿 革史 』第3巻 、 採鉱 課3、925頁 。



明
治

二
十

二
年

～
廿

八
年

中

に
お
け

る
熊

本
県
囚
徒
採

炭
使
役

の
景
況

は
次

の
と
お
り

で
あ
る

。

日雇 夫 賃 銭日雇 夫 人 員採 炭 賃 銭採 炭 噸 数採炭夫人員度年

73655158,516483

円

5,866248

噸

52,69535,802廿二年八月 ヨリ
ト二月迄五ケ月分

6121,452821,1000818,18215675,20265,789廿 三 年 中

5201,867224,1乙21548,49465677,30457,974廿 四 年 中

6661,625620,7418178,22524476,55955,454廿 五 年 中

2081,871824,7071226,40043578,17355,359廿 六 年 中

7082,867256,8824096,49702680,65854,552廿 七 年 中

8082,455754,5003867,802186109,27051,007廿 八 年 中

05812,6928170,58145249,4689315,298,629375,737合 計

な

お
、

『
明
治
廿
九
年

熊
本
県

監
獄
統
計

書

』
に
よ
れ
ば
、
同
年
中

の
採
礦

に
従

事

す
る
者

は
三
五

五

(
囚
人

三
四

一
、
別
房
留

置
人

一
四
)
人

で
、
採
炭

夫

一
人
当
平

均
工
銭

は

一
〇
銭

七
厘

で
あ
り

他
の
在
監
人
作
業

工
銭

よ
り

き

わ
め

て
高

い
。

⑥
、

の
、
⑧

前
掲

『
沿
革

史

』

一、七
三
三
、

一、
七
三
四
-

五
、

一、七
三

五
頁

。

な

お
、

『
明
治

廿
九
年

三
池

集
治
監
統
計

表

』

に
よ

れ
ば

同
年
卜

二
月
末

現

在

で
採
鉱

に
従
事
す

る
囚
徒

は

一、
二
五
四
名

で
あ
る
。

⑨

、
⑩

前
掲

『
沿
革
史

』

一、七
三

七
、

一、七

二
二
頁
。

明

治

二
十

七
年

十

二
月
、

三
池
炭
礦
社

事
務
長
島

田
純

一
は
、
熊
本

県
監

獄

三
池
出

張
所

の
第

二
次
監

房
其
他
増
築

の
件

に
付

、
社
長

へ
の
申
請

の
中

で

「
将
来

鉱
業
上

及
経
済
上

ノ
得
失

二
付

テ
調
査

シ
テ

ミ
ル
ト
囚

徒
増
員

ノ
方

ガ
何

レ
モ
得
策

ナ
ル
事

」
、

「
二
卜

七
年

一
月

ヨ
リ
九
月
迄

九
ケ
月

間
実
際

支
払

ヒ
タ
ル
採

炭
賃
其
他

増
賃

ヲ
統
計

シ
良
民

ト
比
較

ス
ル
ト
年

計
五
千
円

以
上

ノ
差
額

ア

ル
見
込

ナ

ル
事

」
と
述

べ

て

い
る
。

Ⅳ

監
獄
行
政

の
変
化
と
囚
人
の
減
少

明
治
三
十
年
代
初
頭
に
お
け
る
監
獄
行
政
の
変
化
は
、
結
果
的
に
三
池
炭
礦

に
お
け
る
囚
人
の
激
減
を
招
来
し
た
。

こ
の
外
的
要
囚
に
よ

っ
て
、
同
炭
礦
は

採

・
運
炭
部
門
に
お
け
る
坑
夫
の
質
的
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

明
治
三
十

一
年

一
月
、
英
照
皇
太
后
崩
御
に
よ
る
減
刑
令
、
大
赦
令
で
、

三

池
で
は
約
三
八
〇
名
の
出
獄
者
を
み
た
。

「会
社
ト
シ
テ
ハ
一
時

二
多
数

ノ
出

獄
者
ヲ
見

ル
コ
ト

ニ
ヨ
ッ
テ
出
炭

ノ
激
減
ガ
非
常

二
憂
慮
サ
レ
　

」
、

「
之
等

ノ
者

ノ
引
受
人
ト
ナ
ッ
テ
保
護

ヲ
加

へ
生
業

ヲ
得
ル
ノ
途
ヲ
開
キ
良
民

二
復
帰

サ
セ
ル
目
的

ノ
下
　

」
に

コ
ニ
池
保
護
会

」
を
設
立
し
、
恩
恵
に
浴
し
た
出
獄

者
三
七
二
名
全
員
を
雇
入
れ
た
。

先
に
述
べ
た
如
く
、
熊
本
県
監
獄
署
三
池
出
張
所
は
二
十
九
年
、
囚
徒
数

を

五
〇
〇
余
名
に
増
加
し
た
が
、
同
年
末
、
疏
水
上
の
都
合
、
採
掘
切
羽
の
減
少

を
理
由
に
三
五
〇
名
、
此
外
坑
外
作
業
五
〇
名
に
制
限
し
た
。
三
十
年

一
月
、



特
赦
放
免
囚
五
〇
余
名
出
獄
、
さ
ら

に
三
卜

二
年
監
獄
則
改
正

に
依
り
減
員
、

三
卜
五
年
レ
月
次
の
事
由
に
よ
っ
て
七
浦
坑
内
採
炭
業
か
ら
全
員
本
監

へ
引
揚

げ
た
。

「
当
所
在
監
人
採
炭
工
場
切
羽
追

日
減
少

シ
本
年

〔
三
卜
五

〕
九
月
中

ニ
ハ

堀
尽

シ
候
見
込

二
付
御
社

二
於
テ
モ
御
同
見

二
候
得

ハ
来

ル
十
月
上
旬
引
揚
ノ

準
備
致
度
候
間
右
引
揚

二
関

シ
差
支

ノ
有
無
御
回
答
相
煩
度
命

二
依
リ
此
段
及

御
照
会
候
也

熊
本
県
監
獄
署
三
池
出
張
所
長

明
治
三
十
五
年

七
月
十
六
日
書
記
兼
看
守
長

紫
垣
善
蔵

三
井
鉱
山
合
名
会
社
三
池
炭
礦
事
務
所

事
務
長

山
田
直
矢

殿

」

「
監
収
集
七
三
三
四
号

ノ

一

客
年
十

一
月
県
知
事
指
令
第
五

一
号
三
池
出
張
所
囚
徒
引
揚
之
件
右
引
上
期

日
ハ
本
年
十
月
卜
日
[ト
相
定
候
条
御
承
知
相
成
度
此
段
申
進
候
也

明
治
三
十
五
年
七
月
二
卜
二
日

熊
本
県
典
獄

坪
井
直
彦

三
井
三
池
炭
礦
事
務
長

山
田
直
矢

殿
　

」
。

三
池
集
治
監
に
お
い
て
は
、
同
監
囚
徒
は
宮
原
坑
と
勝
立
坑

へ
就
役
し
て
い

た
が
、
三
十
二
年
以
降
、
囚
徒
の
北
海
道
移
送
の
続
出
、
看
守
不
足
を
理
由
に

勝
立
出
張
所
の
廃
止
と
勝
立
坑
出
役

の
中
止
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。

明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
日
、
山
田
直
矢
、
団
琢
磨
は
、
社
長
お
よ
び
益
田

孝
理
事

へ

「集
治
監
囚
徒
減
員
に
関

す
る
件

」
の
内
状
を
提
出
し
そ
の
苦
境
を

訴
え
た
。

「
拝
啓
仕
候
陳
は
本
日
突
然
三
池
集
治
監
典
獄
よ
り
内
務
大
臣
の
訓
令
に
依

り
至
急
囚
徒

二
百
名
を
北
海
道

へ
移
す
可
き
旨
通
達
有
之
大
に
相
驚
き
早
速
出

頭
典
獄
え
委
細
伺
合
候
処
同
監

に
於
て
も
昨
日
午
後
突
然
訓
令

に
接

せ
ら
れ
候

趣
に
有
之
而
し
て
目
下
当
炭
礦
出
役
囚
人
数
は
宮
原
勝
立
両
坑

に
て
毎
日
凡
壱

千
人
位
に
し

て
其
内
先
山
後
山
の
み
を
平
均
せ
は

一
人

一
日
約
弐
噸
半
位
の
出

炭
に
当
り
彼
是
五
百
噸
位
に
も
相
成
候
得
共
此
他
樟
取
日
雇
等
の
雑
役
夫

に
使

用
致
候
者
を
合
せ
平
均
致
候
得
は

一
人

一
日
約
壱
噸
の
出
炭

に
相
当
り
則
ち
弐

百
人
に
て
は
少
く
も

一
日
約
弐
百
噸
位
の
減
炭
を
来
す
は
免
れ
さ
る
次
第

に
有

之
然
る
に
近
来
各
地
運
炭
益
頻
繁
に
て
必
至
増
炭
尽
力
中
の
折
柄
此
減
炭
は
実

以
て
容
易
な
ら
さ
る
次
第

に
有
之
殊

に
昨
年
も
多
人
数
北
海
道
え
移
さ
れ
今
又

如
此
多
人
数
を
移
さ
れ
候
て
は
事
業
上
の
困
難
誠
に
以
て
申
様
も
無
之
次
第

に

御
座
候
尤
も
北
海
道
よ
り
百
三
十
名
は
か
り
当
地
え
移
さ
れ
候
筈
に
候
得
共
採
炭

業
に
未
熟
な
る
は
申
迄
も
無
之
本
年
中
も
放
免
相
成
候
者
の
由

に
付
採
炭
夫
補

欠
と
し
て
は
有
名
無
実
の
姿
に
可
有
之
候
就

て
は
典
獄
に
対
し
目
下
出
炭
不
足

勝
に
て
困
難
の
折
柄
斯
く
減
員
相
成
候
て
は
差
向
約
定
口
送
炭

に
非
常
大
困
難

を
来
す
は
勿
論
其
結
果
来
年
度
売
炭
約
定
に
も
大
影
響
を
及
し
当
方
に
困
難
無

此
上
事
情
悉

一
申
述
何
と
か
救
済
の
方
法
相
付
貰
度
色
々
懇
談
致
候
得
共
何
分

典
獄
に
於
て
は
主
務
大
臣
の
訓
令

あ
り
た
る
以
上
は
之
れ
に
対
し
抗
弁
す
る
事

は
勿
論
出
来
不
申
今
更
致
方
無
之
候
得
共
当
方
困
難
の
事
情
は
至
極
尤
の
次
第

に
て
悉

一
承
知
し
た
る
に
付
至
急
相
当
補
欠
致

貰
ひ
候
様
申
立
尚
可
成
は
其
上

増
員
相
成
候
様
具
申
可
致
と
の
事
に
有
之
特

に

一
昨
三
十

一
年
三
月
締
結
の
囚

徒
使
役
約
定
第
二
項
も
其
精
神

は
人
員
の
増
減
変
更
は
双
方
の
協
議
に
依
る
と

の
事

に
可
有
之
に
付
今
後
如
此
突
然
の
取
計
は
無
之
様
申
立
つ
可
し
と
の
事
に

御
座
候
就
て
は
今
更
六
ケ
敷
事
に
は
可
有
之
候
得
共
伺
分
前
陳
の
次
第
に
て
営
業

上
実
以
て
大
困
難
を
感
し
候
義
に
付
き
当
局
え
は
勿
論
其
他
山
県
総
理
大
浦
警

視
総
監
等

は
当
方
の
事
情
も
御
承
知
の
事
と
存
候
間
事
情
御
懇
願
被
成
下
候
上

此
訓
令
取
消
貰
候
様
御
尽
力
の
程
幾
重
に
も
御
願
申
上
候

早
々
頓
首
　

」
。



更

に
同
年

五
月
、

「
三
十
三
年
五
月
三
池
集
治
監

ハ
看
守
不
足

シ
内
部
整
理

相
付
カ
ス
ト
ノ
事
由
デ
勝
立
出
張
所
ヲ
至
急
引
揚
ケ
同
時

二
勝
立
坑
出
役

ヲ
廃
シ

囚
徒

ハ
総
テ
宮
原
坑
へ
取
纒
メ
ル
様
請
求
ガ

ア
ツ
タ
然
ル
二
斯

ノ
請
求

ノ
通
リ

ニ
ス
レ
ハ

一
般
囚
徒
減
退
二
際

シ
勝
立
坑

ハ
忽
チ
坑
夫
皆
無
ト
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
従
来
囚
徒
使
役

ノ
方
針

二
テ
設
備
セ

ル
計
画

ハ
大

二
齪
鶴
ヲ
来
タ
シ
事
業
上

影
響

ス
ル
所
亦
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
6

」

福
岡
県
囚
徒
を
再
び
使
役
の
た
め
三
池

分
監
設
置
の
願
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
次
の
内
状
に
よ

っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
明
治
三
卜
三
年
五
月
二
日

雨
天

三
池
炭
礦

阿
部
唯
吉

団

理
事
殿

採
炭
囚
徒
に
関
す
る
件

拝
啓
仕
候
陳
は
先
般
御
来

山
の
節
御
承
知
被
下
候
事
情
に
て
集
治
監
看
守
不

足
内
部
整
理
不
相
付
と
の
事
に
て
勝
立
分
監
を
至
急
引
揚
け
同
時
に
勝
立
出
役

を
廃
し
同
監
囚
徒
は
惣
て
宮
原
え
取
纒

め
申
度
旨
請
求
有
之
就
て
は
宮
原
切
羽

の
都
合
及
出
炭
増
加
に
伴
ふ
坑
内
運
炭

及
捲
揚
等

に
及
ほ
す
影
響
並

に
坑
外
運

炭
等
の
事
は
宮
原
主
任
及
運
輸
主
任

に
於
て
夫
々
調
査
中
に
御
座
候
尤
も
七
浦

の
方
は
現
在
の
儘
熊
本
監
獄
囚
徒
使
役

の
筈
に
候
得
共
勝
立
の
方
は
集
治
監
請

求
の
通
に
す
れ
ば
忽
ち
坑
夫
皆
無
と
相
成
候
に
付
昨
日
監
督
署
え
の
用
務
を
兼

出
福
知
事
え
面
会
予
て
内
談
致
置
候
同
県
囚
徒
を
採
炭
業

に
使
役
の
事
懇
談
致

候
処
此
程
監
獄
局
山
上
義
雄
氏
来
県

に
付
相
談
相
成
候
由
の
処
内
務
省

に
於

て

は
囚
徒
を
採
炭
業

に
便
役
す
る
事
は
檢
東
上
不
面
白
現
に
北
海
道
炭
礦

に
於
て

は
非
常
の
不
結
果
を
顕
し
候
実
例
も
有
之
勇
不
取
締
に
付
反
対
の
意
見
な
る
由

併
し
是
連
絶
対
的
に
不
可
と
の
事
に
も
無
御
座
趣

に
有
之
候
尚
知
事
は
来
る
十

日
御
慶
事
の
為

め
六
日
出
発
上
京

の
筈
に
て
其
節
本
省
と
も
十
分
打
合
せ
ト
五

日
頃
帰
県
す
る
に
付
其
上
直

に
決
定
可
致
と
の
事
に
御
座
候
右

に
付
先
年
勝
立

分
監
設
置
の
節
集
治
監
典
獄
よ
り
本
省
え
上
申
相
成
た
る
意
見
書
及
先
般
菊
地

医
師
よ
り
差
出
し
た
る
意
見
に
対
す
る
反
駁
意
見
書
等
参
考
と
為
る

へ
き
書
類

は
出
発
前
取
揃
え
知
事
え
差
出
す
事

に
談
合
致
置
候
得
共
前
陳
の
通
り
本
省
は

反
対
意
見
を
有
せ
ら
れ
殊
に
監
獄
局
は
今
度
司
法
省

へ
移

さ
れ
候
訳
に
も
有
之

労
種
々
議
論
も
起
る
べ
く
存
候
聞
知
事
及
本
省
当
為
者
え
可
然
御
運
動
の
上
都

合
能
く
御
運
ひ
被
下
様
御
尽
力
被
成
下
度
御
願
申
上
候
右
差
急
得
貴
意
申
度
如

此
御
座
候

早

々
頓
首
色

」

(傍
点
筆
者
)
。

内
務
省
、
司
法
省
の
消
極
的
な
態
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
井
鉱
山
は
三
池

か
ら
の
懇
願
を
勘
酌
し
て
同
年
五
月
卜
五
日
、

「
福
岡
監
獄
分
監
設
置
願

」
を

県
知
事
宛
提
出
し
た
。

「当
会
社

に
於
て
稼
行
罷
在
候
御
管
下
筑
後
国
三
池
炭
山
は
曩

に
官
業

の
際

御
確
定
相
成
候
御
方
針
を
遵
奉
し
之
れ
に
便
役
す
る
坑
夫
は
主
と
し
て
囚
徒
を

用
ゆ
る
事
と
為
し
乃
ち
該
炭
山
大
蔵
省
よ
り
御
払
下
を
受
け
候
以
来
引
続
き
三

池
集
治
監
の
囚
徒
を
使
役
し
尚
ほ
其
後
熊
本
県
監
獄
の
囚
徒
を
も
使
役
し
殊
に

去
る
廿
九
年
中
三
池
集
治
監

に
於
て
同
炭
山
勝
立
坑
附
近

に
分
監
を
設
置
せ
ら

れ
る
爾
来
採
炭
囚
徒
使
役
上
大
に
便
宜
を
得
候
処
近
年
に
至
り
三
池
集
治
監
囚

徒
追
々
減
員
相
成
其
結
果
勝
立
分
監
の
囚
徒
悉
皆
遠
か
ら
す
本
監
に
御
引
揚
け

可
相
成
御
詮
議
有
之
候
趣
同
典
獄
よ
り
御
内
達
を
蒙
り
当
会
社

に
於
て
従
来
囚

徒
使
役
の
方
針
に
て
設
備
致
候
計
画
大
に
齟
齬

を
来
し
候
に
就

て
は
右
勝
立
分

監
も
不
用
に
属
し
可
申
と
存
候
間
此
際
貴
県
監
獄
囚
徒
中
採
炭
業

に
従
事
せ
し

む
る
目
的
を
以
て
三
池
炭
山
附
近

に
監
獄
分
監
至
急
御
設
置
相
成
度
此
段
奉
梱

願
候
也
σ

」
。

同
年
六
月

二
日
、
阿
部
唯
吉
は
本
店
岡
本
主
事
宛
の

「福
岡
県
囚
徒
使
役
折

衝
経
過

に
付
き
内
状

」
で
、
福
岡
県
は
囚
徒
採
炭
作
業

に
関
し
て
六
〇
〇
乃
至

七
〇
〇
名
出
役
の
意
向
で
あ
る
こ
と
、
福
岡
県
囚
徒
は
惣
員

一
六
〇
〇
名
位
で

其
内
五
〇
〇
名
内
外
が
坑
夫
の
由
故
、
採
炭
の
経
験
も
あ
る
た
め
大

い
に
有
益



で
あ
る
こ
と
、
囚
徒
使
役
の
折
衝
経
過

に
つ
い
て
は
至
極
好
都
合
に
進
行
し
て

い
る
旨
を
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
六
月
末
、
三
井
鉱
山
は
同
分
監
設
置
が
認

可
さ
れ
れ
ば
明
治
三
十
三
年
度

の
分
監
設
置

に
伴
う
該
経
費
、
三
十
四
年
度
以

降
は
看
守
四
五
名
を
特
置
す
る
分
の
経
費
を
毎
年
寄
附
す
る
旨
を
福
岡
県
知
事

へ
申
し
入
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
八
月
十
五
日
付
の
福
岡
県
知
事
か
ら
の
通
知
は

「
三
池
集

治
監
拘
禁
囚
は
之
れ
を
減
少

せ
す
且

っ
同
監
勝
立
出
役
場
は
依
然
据
置

か
れ
本

県
出
役
場
設
置
の
義
は
許
可
不
相
成
旨
其
筋
よ
り
由
来
候
条
本
願
書
は
却
下
す

　」
と
の
内
容
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
点
で
、
三
池
炭
礦
は
採
炭
夫

を
ど
う
確
保
す
る
か
苦
境
に
立
た
さ
れ
、

良
民
坑
夫
獲
得

の
た
め
積
極
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
後
、
山
田
事
務
長

・
阿
部
主
事

は
、
福
岡
県
監
獄
囚
徒
の
代
替
と
し
て

台
湾
囚
徒
の
採
炭
夫
使
役
を
本
店

へ
上
申
し
た
が
、
九
月

一
日
付
の
団
理
事
よ

り
山
田
事
務
長
宛
の
書
状
は
次

の
内
容

で
あ
っ
た
。

「
前
略
、
出
炭
減
少
の
為
め
困
難
切
迫
嘸

か
し
御
苦
心
の
事
と
奉
察
候
炭
況

梢
々
回
復
の
場
合
に
際
し
利
益
を
収
め
得
る
の
場
合
に
至
り
返
て
大
損
害
を
憂

慮
せ
さ
る
可
ら
さ
る
に
至
り
た
る
は
如
何
に
も
遺
憾
の
次
第
に
御
座
候
此
際
坑

夫
募
集
の

如
き
む
旧
慣
の
み
を
績
み
と
す
る
は
到

底
得
第

に
有
之
問
敷
何
と
か

新
工
風
を
為
し
局
面
を
改
め
大

に
憤
発

せ
ら
る
へ
か
ら
さ
る
の
義
と
被
為
存
候

右
等
に
付
御
相
談
勇
宮
本
平
九
郎
氏
を
御
地
に
差
向
け
候
問
篤
と
御
協
議
被
下

度
候
愚
生
は
明
後
日
よ
り

一
寸
剣
山
硫
黄
山
に
出
張

一
週
間
に
て
帰
京
可
仕
候

委
細
は
宮
本
よ
り
可
申
上
先
は
右
御
通
知
勇
如
斯
に
御
座
候
也
⑲

」

(傍
点
筆

者
)
。

更
に
九
月
四
日
付
の
本
店
主
事
岡
本
貫

一
よ
り
山
田
事
務
長
、
阿
部
主
事
宛

の
書
信
は
次
の
如
く
で
あ

つ
た
。

「
拝
啓
陳
者
台
湾
囚
徒
採
炭
使
役
の
儀

に
付
電
信
及
書
状
を
以
て
申
越
の
趣

委
細
承
知
仕
候
早
速
理
事
と
熟
談
仕
候
得
共
囚
徒
使
役
の
事
に
付
て
は
先
頃
中

よ
り
司
法
当
局
者
の
意
見
反
対

の
為
め
不
結
果
を
来
し
到
底
囚
徒
は
頼
む
に
足

ら
さ
る
に
付
爾
後
大

に
良
民
坑
夫
募
集
の
事
申
述
候
折
柄
に
も
有
之
殊
に
理
事

の
意
見
に
て
は
台
湾
囚
徒
は
未
た
採
炭
業
に
従
事
し
た
る
事
な
く
且
言
語
不
通

の
為
事
情
貫
徹
せ
す
採
炭
を
苦
役
と
思
料
し
意
外

の
危
険
を
来
し
候
事
な
し
と

も
図
り
難
く
兎

に
角
様
子
の
分
か
ら
さ
る
囚
徒
而

か
も
人
情
性
行
の
異
な
る
無

頼
漢
を
多
数

一
時

に
引
受
け
勝
立
全
坑
の
事
業

に
従
は
し
む
る
は
坑
内
事
業
取

締
上
大
に
危
険
の
次
第

に
付
当
方
よ
り
責
任
を
帯
ひ
分
監
設
置
を
請
願
し
六
百

人
の
囚
徒
を
入
坑
せ
し
む
る
は
不
得
策
に
付
当
然
当
方
よ
り
進
ん
で
運
動
せ
さ

る
方
然
る
可
し
と
の
意
見
に
て
此
趣
旨
は
坑
夫
使
役
上
将
来
の
方
針
と
し
て
評

議
決
定
相
成
候

」
。

福
岡
県
監
獄
分
監
設
置

の
不
許
可
、
そ
の
代
替
と
し

て
の
台
湾
囚
徒
計
画
の

中
止
を
契
機

に
、
三
池
炭
礦
は
囚
徒
主
力

か
ら
良
民
坑
夫
主
力

へ
と
積
極
的
な

転
換
を
図
る
。
明
治
三
十
三
年
九
月
十
九
日
付
の
山
田
直
矢
事
務
長

の
本
店
岡

本
主
事
宛
の
書
信
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下

に
示
さ
れ
た
具
体
策
で
あ

っ
た
。

「
陳
者

採
炭
夫
募
集

ノ
困
難
ナ
ル
事

一
二
賃
銭

二
可
有
之
ト
ノ
御
意
見

一

応
最

二
存
候
得
共
増
賃
ノ
事

ハ

一
回
実
行

ス
レ
バ
再
ビ
減
賃

セ
ン
コ
ト
非
常

二

六
ケ
敷
彼

ノ
筑
豊
地
方

二
於
ケ
ル
ガ
如
ク
炭
況
宜

シ
キ
場
合

ニ
ハ
小
炭
坑
モ
続

々
採
掘
ヲ
始

メ
之
ガ
為
メ
採
炭
夫

ノ
欠
乏
ヲ
来

シ
タ
ル
結
果

ハ
遂

二
賃
銭
ヲ
増

加
ス
ル
ノ
不
得
止
次
第

二
相
成
候
モ

一
朝
炭
況
平
常

二
復

ス
ル
ト
キ
ハ
小
炭
坑

ハ
続
々
休
業

シ
テ
採
炭
夫
有
リ
余

ル
様
相
成
候
テ
モ
今
更
減
賃

ノ
事

ハ
容
易

二

行
ハ
レ
ザ

ル
実
例

モ
有
之
候
当
礦

ハ
常

二
是
迄
筑
豊
地
方
ト
ノ
関
係

モ
甚
ダ
薄

ク
坑
夫
募
集

ノ
如
キ

ハ
其
方
法
次
第

ニ
テ
ハ
全
ク
独
立
ノ
位
置

二
有
之
候
事

二

候
得
バ
何
処
迄
モ
此
好
位
置
ヲ
利
用

シ
テ
可
成
丈
筑
豊
地
方
ト
ノ
関
係

ヲ
生
ゼ

ザ
ル
様
致
度
即
チ
過
般
来
専
ラ
肥
後
地
方
ヲ
募
集

ノ
根
拠
地
ト
シ
テ
農
民
ヲ
募

集
致
シ
ツ
ツ
有
之
次
第

二
御
座
候



而

シ
テ
募
集

ノ
方
針

ハ
募
集
者
ヲ
シ
テ
当
地
方

二
土
着
永
住
セ
シ
メ
ン
ト
ス

ル
モ
ノ
二
シ
テ
右

二
対
シ
テ
ハ
郡
長
、
村
長
等

ノ
助
力
ヲ
求

メ
早
晩
成
功
ヲ
期

シ

ツ
ツ
有
之
候
次
第

二
御
座
候

是
迄
募
集
致
来
リ
候
モ
ノ
ノ
内
土
百
姓

ニ
シ
テ
世

二
慣

レ
ザ

ル
モ
ノ
ハ
足

ヲ

止

メ
候
得
共
少

シ
ク
世
慣

レ
タ
ル
者

ハ
皆
逃
走

ヲ
企
テ
甚

シ
キ
二
至
リ
テ
ハ
今

夕
来
リ
テ
明
朝

ハ
既

二
逃
走

シ
タ
ル
モ

ノ
モ
多

々
有
之
到
底
募
集

ノ
目
的
ヲ
達

ス
ル
能

ハ
サ
ル
次
第

二
付
世
慣

レ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
外

ハ
断
然
募
集
セ
ザ
ル
事

二
致

申
候
就
テ
ハ
賃
銭

ノ
如
キ
モ
此
際
特

二
増
加

ス
ル
必
要
モ
認
メ
ザ

ル
次
第

二
御

座
候
尤
モ
賃
銭
ヲ
増
加

シ
テ
世
間

二
呼
声

ヲ
高

メ
ツ
ッ
筑
豊
地
方

ヨ
リ
モ
応
募

者
続
々
来

ル
コ
ト
モ
可
有
之
乎
ト
存
候
共

一
朝
炭
況
不
振

二
際
シ
テ
其
処
置

二

困

ル
様
ノ
コ
ト

ハ
生

ジ
間
敷
ヤ

一
時

ノ
急

二
応
ゼ
ン
ト
シ
テ
却
テ
将
来

二
害
ヲ

残
ス
様

ノ
事

ハ
世
間

二
往
々
実
例
有
之
候
事

ニ
テ
心
配

二
堪

エ
サ
ル
次
第

二
御

座
候
且

ツ
大
浦

ノ
採
炭
夫

ノ
如
キ

ハ
現
今

ノ
賃
銭

二
甘

ン
ジ
テ
ト
分

二
出
役
致

居
候
次
第

二
付
当
礦

ニ
テ
ハ
可
成
丈
此
実
例

二
基
キ
土
百
姓
ヲ
募
集

シ
テ
土
着

採
炭
夫
ヲ
作

ル
方
針

ヲ
取
ル
方
得
策
ト
存
候
只
々
筑
豊
地
方

ヨ
リ
時
々
坑
夫

ヲ

盗

ミ
ニ
来

ル
者
有
之
候

二
付
之
ガ
警
戒

ハ
一
日
モ
難
怠
随
テ

一
方

二
ハ
採
炭
夫

ノ
足
ヲ
止
ム
ル
為

メ
二
奨
励
法
等
ヲ
設

ケ
テ
彼
等

ノ
収
入
ヲ
増
加
ス
ル
必
要
有つ

之
是

ハ
年
来
実
行
致
来

リ
候

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
時

々
必
要

二
応

ジ
テ
変
更
致
居
候

」
。

註①
、
　

前

掲

『
沿
革
史

』

一、七
七

四
、

一
七
六

七
頁
。

尚
、

「
三
池
炭

礦
誌

」

(
高
野
江
基
太

郎

『
筑
豊
炭
礦

誌

』
所

収
)
に

よ
れ

ば
、
三
池
保

護
会
規
則

は
次

の
と
お
り

で
あ
る
。

第

一
条

本
会

は
三
池
集
治

監
及
び
熊
本
監

獄
三
池
出
張

所

の
出
獄
者

に
・・
て

改
俊

の
情
顕
著

な
り
と
認

む
る
も

の
に
保
護

を
加

へ
生
業

を
得
る

の
途

を
紹
介

し

て
行
状

の
端
正
を
奨
励

し
良
民

に
復
帰

せ
し
む

る
を
以
て
目
的

と
す
但

本
会

の
都
合

に
依

り
各

府
県
出

獄
人
を
保
護
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
△
第

二
条

本
会
は

発
起

人
を
以

て
会
員
と
し
会
員

は
保

護
者

の
地

位

に
立

ち
保

護
を
与
え
且

つ
相

当

の
寄
附
金

を
醵

出

す
る
の
義
務

あ
る
も

の
と
す

△
第

三
条

名
望
家

に
し

て

特

に
本
会

の
趣
旨

を
賛
助

す

る
も

の
は
会
友
と

す

△
第

四
条

会
友

に
し

て
特

に
本
会

に
碑
益

を
与

ふ
る
も

の
は
名
誉
会
友

と
す

△
第

五
条

本
会

に
左
の
役
・

員

を
置

き
事
務

を
分

担
す
但
正

副
会
長
幹
事

庶
務
会
計
委
員

の
任
期

は
満

ニ

ケ

年
と

す

一
会

長

一
人

(
会
務

を
総
理
す

)

一
副
会
長

一
人

(
会
長

を
補
佐

し
会

長
事
故

あ
る
と
き

は
之

を
代

理
す
)

一
幹
事

若
干
人

(
正

副
会
長

の
指
揮

を
受

け
担

当
事
務

に
従

事
す
)

一
庶
務
委

員
若
干

人

(正

副
会
長
若

く

は
幹

事

の

指
揮

を
受
け
庶
務

に
従
事

す
)

一
会
計
委
員

若
干
人

(
正
副

会
長
若

く
は
幹

事

の
指

揮
監
督

を
受
け
金
銭

の
出

納
其
他

会
計

事
務

に
従

事

す
)

一
現

場
取
締

若
干

人

(
正

副
会

長
若
く

は
幹
事

の
指
揮
監

督
を
受

け
被
保
護
者
直
接

の
取
締

に
従
事
す
)

△
第

六
条

本
会

に
は
相
談

役
若
干
名

を
置
き
重
要

の
会

務
は
其

意
見

を
需

む
る
も

の
と
す

△
第

七
条

正
副
会
長

及
幹
事

は
会
員

の
互
撰
と

し
庶
務
会
計
委

員
は
会
長

之

れ
を
嘱

托
す
△
第

八
条

正
副
会
長
幹

事
庶
務
会

計
は
名
誉
職

と
す
但
庶
務
会
計

委
員

に
は
場
合

に
依

り
報
酬

を
与
ふ
る
こ
と
あ
る

べ
し

△
第

九
条

現
場

取
締
は
有
給

と
し
会
長
之

を
撰
任
す

る
も
の
と
す

△
第

卜
条

本
会

の
資
金

は
会
員

の
寄
附
金
慈

善
者

の
義

揖
金
其
他

の
補
助

金

よ
り

成
立
す

る
も
の
と
す

△
第

十

一
条

毎
年

一
度
会
員
総

会

を
開

き
会
務

の
成
蹟

及
び
金
品
収

支

の
報
告

を
為

す
も

の
と
す

△
第
十

二
条

出
獄
人

に
し

て
本
会

の
保
護

を
受

け
ん

と
す
る
も
の

は
予

め
其
旨

を
申

込
む

べ
し

△
第

十
三
条

新

入

の
被
保

護
者

に
対
し

て
は
本
会

の
規

則
及

被
保

護
者

の
遵
守

す

べ
き
事

項
将

来

の
心
得
方

等

を
懇
篤

示
し
誓
約
書

を
徴
し
置
く

べ
し

△
第

十
四
条

被

保
護

者
を
傭

入
れ
ん
と

す
る
も
の

あ
る

と
き
は
本
会

は
其
傭
主

と
労
働
時
間

及
び
賃

銭

を
約
定

し

て
之

れ
を
許
す

べ
し
△
第
十

五
条

被
保
護

者
を
引
受

け
ん
と
請

ふ
も

の
あ
る
と
き

は
本
会

は
其
事

情
を
取
糺

し
不
都
合
な

し
と
認
む
る

と
き
は

之
れ
を
許
す
も
の
と
す
△

第
卜
六

条

被
保
護

者

に
し

て
給
養
す

可
き
親
族

あ
る

か
若
く
は
職

業

の
都
合

に
よ
り

一
家

を
持

し
生
業

を
営
ま

ん
と
請

ふ
も

の
あ
る

と
き
は
之
れ
を
許
す
こ
と
あ
る

可
し
△
第
十

七
条

前
条

の
場
合

に
し

て
資
本
な

き
も

の
は
本
会

の
見
込

に
依
り
幾

分

を
貸
与

し
其
稼

ぎ
賃

銭
の
内

よ
り

拍
除
し



て
返
却

せ
し
め
皆
済

の
上

は
本

人

の
所

有

に
帰

せ
し

む
る
も

の
と
す
△
第
十

八

条

本
会

は
被
保
護
者

の
所
持
金

及
食

費
其
他

の
雑

費
を
拍

除
し

た
る
貯
銭
残

額

を
本
人
名
義

に
て
銀
行
若
し
く

は
貯
金
管
理
所

に
預
け
入

れ
利

殖
の
方
法

を

講

し
将
来
生
業

の
資
金
と
な
さ
し
む
べ
し
但
通
帳

は
本
会
之

れ
を
管
理
す
る
も

の

と

す

△
第
十
九
条

被
保
護
者

に
し

て
遵
守

す

べ
き
事
項

に
違
背
し
説
諭

を
受

く

る
も
之

れ

に
服

せ
ず

又
は
本
会

の
信
用

を
害
す
る
所
業

を
為

す
も

の
は
保
護

を
解
く
も

の
と
す
。

ま

た
、

同
書

に
よ
れ
ば
、
貝
島
太
助

経
営

の
第

二
大

辻
香
月
炭
礦

(
遠
賀
郡

香

月
村

)

に
も
免
囚

凡
そ
七
〇
人

が
炭
礦

労
働

に
従

事
し

て
い
る
。

(5)(4)⑤(6)

『
熊
本

監
獄

三
池
出
帳
所
往
復
』

(
自

二
卜

二
年

至
三
十

六
年

)
O

『
三
池

刑
務
所
沿

革

』
其

ノ
ニ
。

前
掲

『
沿
革
史

』

一、七
三

〇
頁
。

『
三
池

刑
務
所

沿
革

」
其

ノ

一
。

次

で
同
年

五
月

五
日
、
阿
部
唯
吉

主
事

は
団

理
事

へ
次
の
内
容

の
内
状

を
提
出

し

て
い
る
。

「
拝
啓
仕
候
陳
は
集
治

監
勝
立
分
監

引
揚
向
監

囚
徒

は
惣

て
宮
原

え
引
纒

め
の
件

及
其
補

充
と

し
て
福

岡
県
囚
徒
使

役

の
事
同
県
知

事
え
内
談

の
模

様
等
過

る

二

日
付

を
以

て
申
進
置

候
間
御

入
手

被
下

候
御
事

と
奉
存
上
候
集

治
監

に
於

て
は

頻
り

に
勝
立
分
監

引
揚

の
事

取
急

か
れ
尚
同
監

の
意
向
は
勝
立

え
は
宮
浦
良

民

坑
夫

を
移

し
熊
本
県
囚
徒

を
宮

浦
え
移
し

て
呉
れ
と

の
希
望

に
候
得
共
何

分
如

此
事

を
軽

忽

に
取
計
候

事
も
出
来
不
申
殊

に
紫
垣
熊
本
県
監

獄
出
張
所
長

は
集

治
監
の
便
宜

の
為

め
熊
本

県
囚
徒
を
再

ひ
宮
原

え
移

す
事

は
至

て
不
納
得

の
様

子

に
て
若

し
愈
之

れ
を
宮
原

え
移
す

と
す
れ
は
送
気

の
方

法
其
他
坑
内

の
設
備

多

少
改
善

致
貰
は

さ
れ
は
六

ケ
敷

か
る
可
し
杯
と
被
申

居
要
す
る

に
熊
本

の
方

は
囚
徒

使
役
上

の
方
針
多

少
相
変
り

居
る
模

様

に
て
囚

人
の
数
も
追

々
減

少
致

居
り
勇
差

向
処
現
状
維

持
致
度
と

の
事

に
て
至

て
底

気
味

悪
敷

口
振
り

に
有
之

尚
昨

日
集

治
監
典

獄

に
面
会
当
方
困

難
の
事
情

よ
り
福

岡
県
囚
徒
使
役

目
論
見

の
事
等

打
明
し
兎

に
角

今
暫
く

猶
予
致
貰
度

旨
懇
談

致
置

候
将

又
過
日
福

岡

県

知
事

え
内

願
致
置

候
件

に
付
知

事
よ
り
来

状
も
有
之
且

六

日
出
発

上
京

の
予
定

急

に
今
朝
出
発

の
事

に
相

成
候

に
付
昨
夕

出
福

知
事

え
面
会
致
し

別
紙

〔
省

略

〕

小

生
内

談
覚
書

の
要
領
談
合
右

覚
書

は
参
考

と
し

て
知

事
え

相
渡

し
申
置
候
処

知
事
は
本
県

囚
徒

を
採

炭

に
使
役

す
る
事

は
至
極

賛
成

の
意

見

に
有
之

候
得
共

国
庫
支
弁

と
為
り

た
る
結
果
知
事
限

り

に
て
取
計

も
出
来

申
兼

殊

に
看
守

不
足

に
て
急

に
決
定
す

る
事

に
不

相
叶

趣
尚
本
県
典

獄

に
於

て
も
当
県
下

の
採
炭
事

業

は
逐

日
盛
大

と
相
成
殆
ん

と
県
下

の
特

有
事
業

に
付

可
成
之

れ
を
保

護
す

る

の
方
針

を
取
り

福
岡
県

に
限

ら
す
進
ん

て
九
州
各
県

囚
徒

の
内
採

炭
希
望

の
者

を
集

め
別

に
監

獄
を
造
り
盛

ん

に
採
炭

に
従
事

せ
し
め
度
と

の
趣
意

に
て
先
般

其

意
見
書
本

省
え
提
出

相
成

た
る
由

に
有
之
候
得

共
本
県
知
事

よ
り
聞

及
し
処

に
依
れ

は
熊

本
県

に
て
は
囚
徒

を
採
炭

に
使
役

す
る
事

は
廃

し
度
様

に
聞

及
居

る
と

の
事

に
御
座
候
前

陳
紫
垣
氏

の

口
振
り

に
依
る
も
或

は
同
県

に
て
は
目
下

右

様
の
内
議
有

之
候
事
な

ら
ん
と
存
し
痛

心
罷
存
候

右

に
付
福
岡
県

知
事

は
今
般

上
京

の
上

篤
篤
と
本
省

の
意
見

を
叩
き
囚
徒

工
役

上

に
付
根
本

的
方

針

の
あ
る
処

を
究

め
可
成
採
炭

に
使
役
す

る
様
致
度

と
の
事

に
有
之

又
集
治
監

に
於

て
も
三
池

炭
山

の
如

き
前
年

に
於

て
翌
年

中

の
出

炭
予

算

を
作

り
海

外
等
売
炭

の
約
定
締
結

致
候
事

に
て
突
然
囚

徒
減

員
等

の
事

あ
り

て
は
事
業

上
非
常

の
影
響
を
受

け
売

炭
違
約
損

害
は
不

及
申
大

に
会
社

の
信
用

を
損

し
営
業
上
非

常

の
損
害

を
蒙
り
候
事

に
付
後

日
若

し
如
此
事

あ
る
時

は
相

当

の
期
間

を
与

え
善
後

の
手

配

を
構

す
る
余
裕

を
与

え
ら

れ
度
旨
縷

々
上
申

相

成
居
候
由
殊

に
近
来
内
務
省

等

に
て
は
囚
徒

を
採
炭

に
使
役

す
る
は
不
面
白

と

の
意
見

も
有
之
候
由
尚

今
般
監
獄

は
司
法

省

の
管
轄

に
移

さ
れ
候
等

に
て
も
勇

将
来

の
大
方

針

を
確

め
絶

対
的
囚
人

を
採
炭

に
使
役

す
る
事

不
可
な
れ
ば

不
得

止
若

し
従
来

の
通
り
採

炭
業

に
従

事

せ
し

む
る
以
上
は

現
在

の
分
監

を
存

す
る

は
勿
論
看
守
等

も
相
当
増
員

し
盛

に
採
炭

に
従

事

せ
し
む

る
事
と

致
度

と

の

事

に
御
座
候

〔
以
下
省
略

〕
」
。

の

、
⑧

『
三
池
刑
務

所
沿
革

』
其

ノ

一

　、
㈹

『
三
池

刑
務

所
沿
革

』
其

ノ
ニ

「
三
井

営
業

店
重
役

会
議
事
録

」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十

三
年

九
月
十

四
日
、

団
琢
磨

は
重
役
会

で

「
台
湾
囚
徒

雇
入

二
関

ス
ル
件

」
を
発
議
し

て
い
る
。



「
台
湾
総

督
府

ニ
テ

ハ
同

地
囚
徒
六
百

人
以
上

ナ

レ

ハ
三
池

二
於

テ
就

役

セ
シ

メ
得

ル
趣

ナ
レ
ト

モ
、
内
務
省
参

事
会

二
於

テ

ハ
此
議
否

決

シ
タ
リ
ト
、
依

テ

司
法

大
臣

二
面
会
同

省

ノ
意

見
聞

合

セ
タ

ル
処
別

二
異
論

ナ
シ
、
又
内
務
省

二
於

テ
モ
強
テ
反
対

ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ

ン
、
尤

モ
囚
徒
取

扱
上

ヨ
リ
彼
是

苦
情

ノ
起

ル

コ
ト
ナ

キ
カ
、
又
使
役

ノ
結
果
如
何

ナ
ラ

ン
カ
、
此
等

ノ
点

二
就

テ

ハ
熟

考

ヲ
要

ス
ル

コ
ト

ナ
ラ
ン
ト
答

ナ

リ
、
幸

二
勝
立
坑

ノ
集
治
監
出

張
所

ハ
借

受

ケ

モ
出

来

、
囚
徒

四
百
人

ヲ
容

レ
得

ヘ
キ

ニ
付

、
不
取
敢

三
百

五
レ
人

(
四
百
人

分
中

五
十

人
分

ノ
余
地

ヲ
病
室

二
充

ツ
)
丈

ケ
雇
入

レ
、
成
績
次
第

ニ
テ
何
時

モ
解

約

シ
得

ル
条
件

ヲ
以

テ
契

約
致

可
然

哉
、
但
此
雇

入

二
関

シ
テ

ハ
台
湾
総

督
府

二
於

テ
司
法

・
内
務
両
省

ト
十

分
打

合
済

ミ
掛
念

ナ
キ

ニ
至
リ
取
運

ヒ
可

申

見
込
云

々
陳
述

ア
リ
テ
可
然
ト
決

セ
リ

」

(
三
井

文
庫

『
三
井

事
業
史

資

料

篇
四
下

』
)
。

㈲

『
沿
革

史

』
第

七
巻
労

務
課

二

六

八
七
ー
九
頁
。

V

む
ず
び

に
か
え
て

明
治
三
十
年
代
初
頭
ま
で
三
池
炭
礦

の
主
力
で
あ
っ
た
囚
人
は
、
そ
の
後
急

速
に
そ
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
。
囚
人
数
は
明
治
三
十

一
年

八
三
八
名
で
あ

っ

た
が
・
三
十
五
年

二
七
六
名
、
大
正

二
年

に
は

一
八
〇
名

に
激
減
し
、
専
ら
宮

原
坑
の
採
炭
に
従
事
し
た
。

他
方
、
明
治
三
十
四
年
以
降
、
三
池
炭
礦
は
直
轄
坑
夫
制
の
確
立
を
急
ぐ
こ

と
に
な
り
・
多
方
面
に
わ
た

っ
て
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
な

か
で

も

「
坑
夫
募
集
仮
規
則

」

(明
治
三
十
四
年
)
、

「
坑
夫
募
集
規
則

」

(同
三

十
五
年
)
の
制
定
は
、募
集
機
構
整
備

の
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。

そ
の

後
、
基
幹
た
る
べ
き
坑
夫
は
、
純
朴

な
農
民
層

へ
募
集
の
力
が
注
が
れ
、
三
池

化

(郷
化
策
)
と
も
い
う
べ
き
居
付
良
化
が
実
現
さ
れ
て
い
く
。

従
来
か
ら
こ
の
時
期
の

「技
術
面

で
の
変
化
、
特
に
採
炭

に
お
け
る
機
械
導

入
に
代
表
さ
れ
る
変
化
は
三
池
礦
山
に
お
け
る
囚
人
労
働
の
『
意
義
』
を
三
十

年
以
後
半
に
決
定
的
に
消
滅
さ
せ
た
　

」
と
の
見
解
が
有
力
で
あ
る
が
、
妥
当

と
は
云
い
難

い
。
確
か
に
、
地
山
採
炭
か
ら
柱
引
採
炭

へ
の
移
行
、
蒸
気
捲
揚

機

に
か
わ
る
電
動
機
の
採
用
は

一
つ
の
劃
期
を
な
し
、
採
炭
規
模
の
拡
大
と
坑

夫
需
要
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
囚
人
労
働

の
地
位
低
下
を
示
唆
し

て
い
た
。
し
か
し
、
三
池
炭
礦
に
お
け
る
坑
内
の
機
械
化
は
、
主
要
運
搬
坑
道

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
切
羽

に
お
け
る
採
炭

.
運
搬
労
働

は
依
然
と
し
て
、

鶴
嗜
と
雁
瓜

・
エ
ブ
等
を
用

い
る
単
純
作
業

で
あ
っ
た
。
採
炭
作
業
に
お
け
る

機
械
化
が
本
格
化
す
る
の
は
大
正
末
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
囚
人
に
か
わ

っ
て

機
械
化
に
見
合
う
労
働
力
が
ま
ず
要
請
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
前
述
し
た
如
く
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
労
働
力
の
質
的
変
化

の
契
機
と
な
る
の
は
外
部
的
な
要
囚
、

す
な
わ
ち
監
獄
行
政
の
変
更
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
故
、
炭
礦
幹
部
は
い
ち
早
く
、

こ
の
政
策
に
対
応
す
べ
く
地
方
農
民
層
に
着
目
し
た
の
で
あ

っ
た
。

註①

橋
本
哲

哉

前
掲

書
六

二
貞

。

鎌

田
久
明

『
日
本
近
代
産
業

の
成
立

』
、
奥

田
八

二

「
九
州

炭
鉱
業

に
お
け

る
労

働
関
係

の
近
代
化

-

三
池
炭
礦

を
中

心
に
し

て
-

」

(『
日
本

近
飛

と
九
州

』

〈
九
州
文
化

論
集

四
》

所
収

)
,
大
里
仁
士

『
近
代

民
衆

の
記
録
皇

第

四
部

解
題
も
同

様
の
見
解

に
立

っ
て

い
る
。
前
掲

の
拙
稿

も
こ

の
点

が
誤

っ

て

い
た
。

付
記

本
稿

撞

用

し
た
史
料

は
三
井

鉱

山
株
式

会
社

所
蔵
の
も

の
で

あ
る
.
史

料

の
閲
覧

の
機
会

を
与

え

て
ド

さ

っ
た
同
株
式

会
社

、
お
よ
び
三
井
文
庫

の
方
々

に
感
謝

の
意

を
表
し
ま

す
。


